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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　市のマスコットキャラクター「とち介
すけ

」。蔵の屋根をかたどった頭巾が特徴的な「蔵の妖精」。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栃木文化会館で撮影）

栃木市マスコットキャラクター
　

3
月
28
日
、
栃
木
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
新
庁
舎
完
成
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
栃
木
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
定
に
あ
た
っ
て
昨
年
11
月

ま
で
に
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
た

結
果
、
１
，
６
７
５
作
品
の
応

募
を
い
た
だ
き
、
宇
都
宮
大

学
の
陣
内
雄
次
教
授
や
、
漫
画

家
の
ち
ば
て
つ
や
先
生
な
ど
11

名
で
構
成
さ
れ
た
選
考
委
員
会

が
、
最
終
的
に
候
補
作
品
と
し

て
６
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
１
月
に
は
市
内
及
び

岩
舟
町
の
全
小
中
学
生
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

選
定
委
員
会
で
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
５
点
、
ち
ば
て
つ

や
賞
３
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
さ
く
ら
保
育
園

の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏

の
も
と
、
最
優
秀
賞
受
賞
の
杉

原
由
希
子
さ
ん
を
始
め
、
優
秀

賞
、
ち
ば
て
つ
や
賞
受
賞
の
方

に
表
彰
状
等
を
渡
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
蔵
の
ず
き
ん
と
マ
ン

ト
を
シ
ブ
く
着
こ
な
し
、ま
る
っ

こ
い
姿
と
、
き
ょ
と
ん
と
し
た

表
情
の
「
と
ち
介す
け

」
が
舞
台
に

登
場
。
み
な
さ
ん
に
初
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
お
友
達
の
と
ち
ま

る
く
ん
や
グ
レ
ッ
ピ
ー
、
キ
ラ

ラ
ち
ゃ
ん
、
コ
ス
も
ん
も
お
祝

い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
！

　

お
披
露
目
後
、「
お
友
達
」
の
み
ん
な
と

蔵
の
街
大
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
「
と
ち
介
」
が
栃
木
市
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
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岩舟町が仲間入り

新しい栃木市がスタート

平成 22 年 3 月 29 日

平成 23 年 10 月１日

　栃木市と西方町が合
併して、新「栃木市」
になりました。

平成 26 年４月５日
　栃木市と岩舟町が合併して、新
しい「栃木市」がスタートしました。

合併してこんなまちになりました

　

４
月
５
日
に
栃
木
市
と
岩
舟
町
が
合
併
、
新
し

い
「
栃
木
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
３
月
に
栃
木
市
、
大
平
町
、
藤
岡
町
、

都
賀
町
の
１
市
３
町
、
翌
年
10
月
１
日
に
西
方
町

が
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併
。
今
回
の
岩
舟
町
と
の
合
併

に
よ
り
、人
口
約
16
万
４
千
人
と
な
り
宇
都
宮
市
、

小
山
市
に
次
ぐ
県
内
第
３
位
の
都
市
と
な
り
ま
し

た
。

　

農
家
戸
数
は
県
内
１
位
、
商
業
、
工
業
各
事
業

所
数
は
と
も
に
３
位
で
、
農
商
工
の
さ
ら
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
岩
舟
総
合
支
所
（
旧
岩
舟
町
役
場
）

栃
木
市
岩
舟
町
静
５
１
３
３
‐
１
（
新
庁
舎
に

移
転
の
た
め
番
地
が
変
わ
り
ま
し
た
）

◆人口は約 16 万 4,000 人で県内では３番目になります。
◆面積は県全体の約 5.2％で、8 番目の広さになります。
◆鉄道は JR 両毛線、東武日光線・宇都宮線の３路線があり、
　駅は全部で 13 駅あります。
◆高速道路は東北道と北関東道が岩舟・都賀ジャンクション
　でつながり、インターチェンジは佐野藤岡、栃木、都賀の
　３カ所があります。

　栃木市、大平町、藤岡町、
都賀町の１市３町が合併して
新生栃木市ができました。

項目 数値 県内順位 出典栃木市 岩舟町 新しい栃木市
人
口

人口 145,783 人 18,241 人 164,024 人 3 位 H22 国勢調査
世帯数 50,462 世帯 6,027 世帯 56,489 世帯 4 位 H22 国勢調査

面積 284.83㎢ 46.74㎢ 331.57㎢ 8 位 H20 国土地理院
商
業

事業所数 1,837 所 222 所 2,059 所 3 位 H19 商業統計調査
商品販売額 2,603 億 6,000 万円 304 億 3,400 万円 2,907 億 9,400 万円 4 位 H19 商業統計調査

工
業

工業事業所数 398 所 63 所 461 所 3 位 H22 工業統計調査
製造品出荷額等 7,718 億 8,200 万円 328 億 6,200 万円 8,047 億 4,400 万円 3 位 H22 工業統計調査

農
業

農家戸数 5,406 戸 1,064 戸 6,470 戸 1 位 2010 年農林業センサス
稲作付面積 3,925.8ha 492.4ha 4418.2ha 3 位 2010 年農林業センサス

観
光

観光客入込数 約 464 万人 約 109 万人 約 573 万人 5 位 H22 栃木県観光客入込数推計調査
観光客宿泊数 9,355 人 ‐ 約 9,000 人 16 位 H22 栃木県観光客入込数推計調査

　

地
域
の
中
央
に
そ
び
え
る
岩
船

山
は
古
く
か
ら
霊
場
と
し
て
名
高

く
、
ま
た
慈
覚
大
師
円
仁
の
生
誕

地
や
、
修
行
し
た
大
慈
寺
、
国
の

重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
村
檜

神
社
な
ど
、
歴
史
的
に
貴
重
な
史

跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
船
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
岩
舟

石
は
県
庁
堀
や
渡
良
瀬
川
の
護
岸

工
事
に
も
使
用
さ
れ
、
岩
舟
駅
近

く
の
日
本
一
小
さ
い
資
料
館
と
言

わ
れ
て
い
る
石
の
資
料
館
で
は
採

石
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
で

は
採
石
場
跡
を
利
用
し
た
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
豪
華
な
出
演
者
が
登
場
し
、

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

岩
舟
地
域
北
部
の
山
地
は
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
ハ
イ
キ

ン
グ
ル
ー
ト
も
数
多
く
、
西
部
の

三
毳
山
東
側
に
は
と
ち
ぎ
花
セ
ン

タ
ー
、
い
わ
ふ
ね
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
と
い
っ
た
観
光
拠
点
が
あ
り
、

毎
年
１
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ド
ウ
の
生
産
で
は
県

内
の
３
割
を
超
え
る
生
産
量
を
誇

り
、
合
併
後
の
連
携
に
よ
り
さ
ら

な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

岩
舟
地
域
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

　

市
役
所
や
役
場
は
ど

う
な
っ
た
の
？

合
併

Q

A
＆

Q

Q QA A
A　
岩
舟
町
役
場
は
４
月

か
ら
「
栃
木
市
岩
舟
総

合
支
所
」
に
な
り
ま
し
た
。
先

に
合
併
し
た
大
平
・
藤
岡
・
都

賀
・
西
方
に
も
総
合
支
所
が
あ

り
ま
す
。
栃
木
市
役
所
は
２
月

に
新
庁
舎
に
引
っ
越
し
ま
し

た
。

　

新
し
い
市
の

名
前
や
住
所
の

表
記
は
ど
う
な
っ
た

の
？　

新
し
い
市
の

名
前
は
「
栃
木

市
」
で
す
。
住
所
は
、

岩
舟
町
は「
下
都
賀
郡
」

の
部
分
が
「
栃
木
市
」

に
な
り
「
大
字
」
を
つ

け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
下
都
賀

郡
岩
舟
町
大
字
静
○
○

番
地
」
は
「
栃
木
市
岩

舟
町
静
○
○
番
地
」
に

な
り
ま
す
。

　

栃
木
市
と
岩

舟
町
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
何
が
変
わ
っ

た
の
？　

図
書
館
・
公

民
館
や
体
育
館
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
公
園
な

ど
、
利
用
で
き
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
お
互
い
の

市
町
で
行
わ
れ
て
い
た

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
は
こ
れ
か
ら
も
続
い

て
い
き
ま
す
。
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市
民
生
活
課
と
保
険
医
療
課

窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入

栃
木
市
人
権
施
策

　
　

推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

を
認
め
合
い
、
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
意
識
啓
発
を

進
め
、
み
ん
な
が
、
こ
こ
ろ
和

み
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
な
が
ら
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
居
心
地
の

よ
い
栃
木
市
を
目
指
す
た
め
の

計
画
で
す
。

◆
基
本
理
念

こ
こ
ろ
和
み
、
み
ん
な
笑
顔
の

あ
っ
た
か″
と
ち
ぎ
″

　

今
後
は
、
プ
ラ
ン
の
基
本
理

念
を
指
針
と
し
て
、
本
市
の
人

権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に
関
し

人
権
行
政
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め

設
置
さ
れ
た
「
栃
木
市
人
権
施

策
推
進
本
部
」
を
中
心
に
、
全

庁
体
制
で
人
権
啓
発
関
係
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

栃
木
市
観
光

　
　
　

基
本
計
画
を
策
定

栃
木
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

　

本
市
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
都
市
計
画

の
視
点
で
取
り
ま
と
め
た「
栃
木
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
旧
１
市
４
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
踏
ま
え
な
が

ら
も
、
既
存
施
設
の
活
用
や
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
コ
ン
パ
ク

ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
将
来
の
あ

る
べ
き
都
市
像
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

プ
ラ
ン
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

都
市
計
画
課 

☎
21
‐
２
４
３
１

　

さ
ら
に
、
識
見
を
有
す
る
者

や
関
係
団
体
の
代
表
者
等
で
組

織
す
る
「
栃
木
市
人
権
施
策
推

進
審
議
会
」
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
人
権
施
策
の
適
正
な

推
進
を
図
り
ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
21
‐
２
１
６
１

地
域
自
治
区
の
区
長
を
選
任

　

地
域
自
治
区
で
あ
る
大
平

町
、
藤
岡
町
、
都
賀
町
及
び
西

方
町
の
各
区
長
に
、
４
月
１
日

付
け
で
、
堤
正
美
氏
、
桜
井
均

氏
、
小
田
部
弘
氏
、
大
塚
芳
夫

氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し

た
。
な
お
、
４
人
と
も
再
任
で

す
。

　

任
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
で
す
。

　

多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る

市
で
は
、
観
光
の
現
状
と
課
題

を
抽
出
・
分
析
し
、
観
光
振
興

の
指
針
を
示
す
と
と
も
に
、
体

系
的
な
施
策
の
展
開
を
図
る
た

め
「
栃
木
市
観
光
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
観
光
関

連
団
体
、
観
光
事
業
者
、
行
政

等
が
一
体
と
な
っ
て
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、「
栃
木
市
観
光
基
本
計
画
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐
２
３
７
４

あ
っ
た
か
住
ま
い
る
バ
ン
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
に
あ
る
住
宅
と
し
て
利

用
可
能
な
空
き
家
や
こ
れ
か
ら

空
き
家
と
な
る
予
定
の
一
戸
建

て
の
住
宅
を
お
持
ち
の
方
で
、

　

市
役
所
本
庁
舎
の
市
民
生
活

課
と
保
険
医
療
課
で
は
、
窓
口

受
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
申
請
書
又
は
届
書
に
記
入

後
（
保
険
医
療
課
に
ご
用
の
方

は
不
要
）、
発
券
機
に
て
ご
用

件
を
選
び
番
号
カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

待
合
ス
ペ
ー
ス
で
お
待
ち
い

栃木市　こどもサポートセンター　５月１日オープン
‐ お子さんの心や育ちについて、

お医者さんや専門家に気軽に相談できる場所です ‐

　就学前のお子さんを対象に『ことばの教室』を行っています。
　発音やことばの数が少ない、お友達との会話が苦手など、
お子さんのことばに関する相談にも応じます。
　市民サポーターによる、遊び・学び・体験するクラブの『こどもサポー
トクラブ』では、サイエンスクラブ、フラワークラブ、絵画クラブなど、
どんなお子さんでも、自分のペースで学べる楽しい活動を提供します。

○心・育ちの相談室○
　お子さんの心や育ちに関して、
落ち着きがない、勉強がよく分か
らない、友達ができないなど、ど
んなことでもお気軽に相談くださ
い。
⇒相談を希望される方は、電話で
予約をお願いします。
◆受付　平日　9 時～ 17 時
◆場所　〒328‐0033
　　栃木市城内町 2 丁目2 番 28 号
◆電話番号　☎ 20‐7705

 社会福祉課 ☎ 20 ‐ 7705

　

各
区
長
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
市
の
円
滑
な
行

政
運
営
と
均
衡
あ
る
発
展
を
図

る
た
め
、
地
域
の
代
表
・
調
整

役
と
し
て
、
各
総
合
支
所
に
お

い
て
、
地
域
協
議
会
や
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
務
を
主
に
担

任
し
ま
す
。

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
３
３
１

住
宅
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

と
お
考
え
の
住
宅
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
を

買
い
た
い
・
借
り
た
い
方
も
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登
録
さ

れ
て
い
る
空
き
家
等
を
ご
覧
に

な
り
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
っ
た
か
住
ま
い
る
バ
ン
ク
と
は

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
賃
貸
・
売

買
の
可
能
な
空
き
家
等
を
市
に

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
希
望
者

へ
の
登
録
情
報
の
提
供
を
行
う

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」、ま
た
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

住
宅
の
売
買
・
賃
貸
契
約
成
立

し
た
も
の
等
に
対
す
る
「
空
き

家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制

度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
制
度
を
総
称
し
て
『
あ
っ

た
か
住
ま
い
る
バ
ン
ク
』
事
業

と
い
い
ま
す
。

 

建
築
課
☎
21
‐
２
４
５
１

た
だ
い
た
後
、
音
声
案
内
（
市

民
生
活
課
で
は
大
型
モ
ニ
タ
ー

に
も
表
示
さ
れ
ま
す
）
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

業
務
の
内
容
ご
と
に
手
続
き

す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
待
ち
い

た
だ
く
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
シ
ス
テ
ム
機
器
の
設

置
・
管
理
費
用
は
、
同
時
に
設

置
し
た
民
間
企
業
広
告
モ
ニ

タ
ー
の
放
映
料
を
充
当
し
て
い

ま
す
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
２
６

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
３
１

▶
市
民
生
活
課
で
は
大
型
モ
ニ

タ
ー
（
写
真
㊧
）
に
指
定
カ
ウ
ン

タ
ー
が
表
示
さ
れ
ま
す

（写真右から）堤区長、桜井区長、小田部区長、
大塚区長
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国保人間ドック（一般・脳検診）
費用の一部を助成

　市では、疾病の早期発見及び健康の保持増進を図るため、人
間ドック等検診を受診される方に費用の一部を助成します。
○共通事項
▽人間ドック等を受診される方は、「平成26年度国民健康保険
人間ドック等検診申請書」に記入をし、郵送、FAXで申込みを
してください。結果通知が届いてから、検診機関に希望の受診
日を各自予約して、市から郵送された人間ドック検診券と国保
の保険証等をお持ちになって受診してください。その際に自己
負担額をお支払いください。
▽人間ドック等の検診は、市が指定した検診機関で受診してい
ただくことになります。
※市が指定した検診機関以外で受診した場合は、助成の対象と
なりませんので、ご注意ください。
◆日程　１日（日帰りコース）及び１泊２日（宿泊コース）
◆期間　平成 26 年６月１日 ～平成２７年３月３１日
◆対象　次のすべてを満たす方①国民健康保険の被保険者で
　　　　35 歳以上の方②国民健康保険税を完納している世帯
　　　　の方③特定健診を受診しない方
◆検診項目　○一般検診（身体計測／視力／循環器系／胃腸管
　　　　　　系／腎機能／血液検査ほか）○脳検診（身体計測
　　　　　　／視力／循環器系／頭部ＭＲＩほか）
◆検診機関　下都賀総合病院、とちの木病院、下都賀郡市医師
　　　　　　会病院、西方病院、獨協医科大学病院、自治医科
　　　　　　大学付属病院、大岡メディカルクラブ、慶友健診
　　　　　　センター、宇都宮記念病院、栃木県保健衛生事業
　　　　　　団
◆費用（自己負担額）　37，800 円～ 70，200 円から市助成額（検
　　　　　　　　　　診費用の2分の１相当額で３万円を限度）
　　　　　　　　　　を引いた額（助成は年度内１人１回）
◆定員　890 人程度
◆申込み　５月８日（木）～ 15 日（木）までの間に  保険医
　　　　　療課へ（定員を超えた場合、抽選）。
◆申込方法　①郵送〒 328-8686（住所不要）栃木市役所保険
　　　　　　医療課保険担当　５月 15 日（木）（必着）
　　　　　　② FAX 21-2679
※申請書は、本庁及び総合支所の国保担当窓口、大宮・皆川・
吹上・寺尾・国府の公民館にあります（市ホームページからも
ダウンロードできます）

支給要件

浄化槽設置補助制度に
敷地内処理装置補助を追加

◆補助対象　放流先がない地域
で、浄化槽設置補助制度の対象
となる浄化槽と同時に敷地内処
理装置を設置する場合で、年度
内に工事が完成見込の方
◆補助金額　10 万円／１基
◆申込開始　４月～
◆その他　「栃木市浄化槽指導
要綱」及び「浄化槽放流水の敷
地内処理に関する指導基準」に
従って設置してください。浄化
槽設置補助制度の対象浄化槽と
同時に設置する場合に限ります。

 下水道課 ☎ 21 ‐ 2421

経営安定支援 商店街活性化支援 産業財産権取得支援 就農支援
経営支援事業 空き店舗活用促進事業 産業財産権取得支援事業 新規就農サポート事業

概
要

　栃木県産業振興セ
ンター「専門家派遣
事業（中小企業診断
士、技術士等）」を
利用した際の経費を
補助する制度

　店舗の改修・家賃及
び出店後の専門家相談
に係る経費の一部を補
助する制度

　特許権・実用新案権な
ど産業財産権の取得に要
した経費の一部を補助す
る制度

　新たに就農する方を
対象に、各種助成制度
の紹介やセミナーの案
内及び就農に係る経費
の一部を補助する制度

限
度
額
・
補
助
率
等

　「専門家派遣事業」
に要する企業が負担
する経費の全額。（派
遣１回につき 1 万 6
千円、年度内に４回
まで利用可能、最大
6 万 4 千円）

　 改 修： 対 象 経 費 の
1/2 に相当する額（上
限 100 万円）。家賃： 
12 か月分の 1/2 に相
当する額（上限 50 万
円）。専門家：対象経
費の 1/2 に相当する額

（上限１万６千円。５
回まで）。

　対象経費の 2/3 の額。
ただし、特許権は 50 万
円、実用新案権、意匠権
及び商標権は 10 万円を
限度とする。

　補助額上限 30 万円。

補
助
対
象

　栃木県産業振興セ
ンター「専門家派遣
事業」の採択を受け
た中小企業者

　市内の対象地域の空
き店舗を活用し創業す
るもの

　市内で１年以上事業を
営む中小企業者で、産業
財産権を取得後、６か月
以内に申請するもの

・満 40 歳以下
・市内に３年以上住所
があり、現在住所を有
し、今後１年にわたり
居住する見込みの方
・市内で農業に新規就
農し、栃木県及び市に
おいて、新規就農者で
あることを認められた方

担
当
課

商工観光課
☎ 21 ‐ 2372・2508

農林課
☎ 21 ‐ 2381

　市では、各産業分野の支援施策として、下記メニューを用意しています。活用ください。
詳細は、各担当課まで問い合わせください。

栃木市の産業振興施策のご案内

市
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

市
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

国
内
の
医
療
機
関
で
、
不
育

症
と
診
断
さ
れ
医
師
に
よ
る
不

育
症
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
、
医
療
保
険
適
用
外
の
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
左
記
の
す
べ
て
を

満
た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る

夫
婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の

一
方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃

木
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

③
医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④

市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
治
療
期
間　

平
成
25
年
４
月

　

国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
、
医
療
保
険
適
用
外
の
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
左
記
の
す
べ
て
を

満
た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る

夫
婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の

一
方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃

木
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

③
医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④

市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
期
間　

子
１
人
に
つ
き

通
算
５
回
ま
で
（
１
年
度
１
回

／
通
算
に
は
合
併
前
の
旧
市
町

で
申
請
を
行
っ
た
回
数
含
む
）

◆
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
栃
木
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
等
の
対
象
と
な
る

場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成
額
を

差
し
引
い
た
額
の
２
分
の
１

（
限
度
額
は
１
年
度
10
万
円
）

◆
申
請
期
限　

医
師
が
証
明
し

た
治
療
期
間
の
最
終
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
末

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
左
記
へ
。

１
日
以
降
（
岩
舟
地
域
の
方
は

合
併
日
４
月
５
日
以
降
）
の
治

療
で
出
産
等
に
伴
い
治
療
が
終

了
す
る
ま
で
の
期
間

◆
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
他
制
度
の
助
成
対
象
と

な
る
場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成

額
を
差
し
引
い
た
額
の
２
分
の

１
（
１
年
度
30
万
円
を
限
度
）

◆
申
請
期
限　

治
療
終
了
後
、

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
。

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
左
記
へ
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
３
７

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

 

生
活
環
境
課 

☎
55
‐７
７
６
２

 保険医療課 ☎ 21 ‐ 2131
 生活環境課 ☎ 43 ‐ 9216
 生活環境課 ☎ 62 ‐ 0903

 生活環境課 ☎ 29 ‐ 1102
 生活環境課 ☎ 92 ‐ 0307
 生活環境課 ☎ 55 ‐ 7762

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
３
７

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

 

生
活
環
境
課 

☎
55
‐７
７
６
２

　具体的な申請の受付時期 ・ 手続き等は、 決まり次第、 市のホームページ ・ 広報等でお知ら

せします。

　不明な点がありましたらこちらへ。 　こども課 ☎ 21 ‐ 2222

「子育て世帯臨時特例給付金」のご案内
　４月からの消費税率の引上げに伴い、子育て世帯の家計への負担を減らし、消費の下支えを
図るために、児童手当を受給している方に、「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。
　この給付金を受け取るには、平成 26 年１月１日時点で住民票のある市区町村への申請が必
要になります。
　対象となる方には、６月中旬以降に申請用紙を郵送しますので、申請期間内に忘れずに申請
していただくようお願いします。

■支給対象者
次のどちらの要件も満たす方
①平成 26 年１月分の児童手当・特例給付※を受給している方
②平成 25 年の所得が児童手当の所得制限限度額未満の方
※特例給付とは、児童１人当たり月額一律５千円が支給されていることをいいます。
※平成 26 年１月１日に生まれた児童は、平成 26 年２月分から児童手当・特例給付の認定を受けている
　ことが要件です。

■対象児童
　支給対象者の平成 26 年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　ただし、次の児童は対象外です。○「臨時福祉給付金」の対象※となる児童（市町村民税（均等割）が課
税されていない方、または条例により市町村民税を免除された方［市町村民税（均等割）が課税されている
方の扶養親族を除く］）○生活保護制度の被保護者にあたる児童

〈注意点〉　・平成 26 年１月１日に生まれた児童は、平成 26 年２月分の児童手当・特例給付の対象となっ
ていれば、対象児童に含む。
・上記の児童手当・特例給付の対象児童であれば、子育て世帯臨時特例給付金の申請・支給時に中学校を卒
業している場合であっても、対象児童に含む。
・平成 26 年１月１日以後に亡くなられた児童は対象になりません。

■支給額
　対象児童１人につき 10,000 円
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登
録
型
本
人
通
知
制
度

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

～
付
加
保
険
料
の
納
付
～

　

３
月
ま
で
は
、
付
加
保
険
料
は
納
期
限
（
翌
月
末
）
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
、
自
動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
取
り
扱

い
で
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同
様
に
、
付
加

保
険
料
も
納
期
限
か
ら
２
年
間
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
付
加
保
険
料
納
付
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

◆
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
ど
う
な
る
の
？

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）

を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
付

加
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

で
す
。

〈
具
体
例
〉
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
付
さ
れ
た
場
合

付
加
保
険
料
の
納
付
額
＝
４
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝
４
万
８
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　

↓　

 

↓　

 

↓

付
加
年
金
の
年
金
額 

＝ 

２
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝
２
万
４
千
円

＊
４
万
８
千
円
の
付
加
保
険
料
額
で
、
毎
年
２
万
４
千
円
の
付
加

年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
、
大
変
お
得
で

す
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
３
４

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

 

生
活
環
境
課 

☎
55
‐７
７
６
２

　75 歳の誕生日を
　　　　　　　迎える方へ

　

75
歳
の
誕
生
日

か
ら
は
、
そ
れ
ま

で
加
入
し
て
い
た

健
康
保
険
を
脱
退

し
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
75
歳
の
誕

生
日
前
に
『
後
期

高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
』
を
郵
送

し
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
は
、加
入
者
（
被
保
険
者
）

全
員
に
保
険
料
の
負
担
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
に
関
す
る
通
知
は
、

誕
生
月
の
翌
月
以
降
に
郵
送
し

ま
す
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
３
７

平成 24・25 年度
（旧料率）

平成 26・27 年度
（新料率）

①均等割額（１人当たり） 42,000 円 43,200 円
②所得割率

（前年所得　－ 33 万円） ８．54％ ８．54％

賦課限度額 55 万円 57 万円
保険料額 ①均等割額＋②所得割額

平成 26・27 年度の後期高齢者医療保険の
保険料率等が変わります

　保険料率は、２年に一度見直されることとなっています。
　保険料率の改定は、少子高齢化や医療技術の高度化等の影響によ
る１人あたりの医療費の増加に対応するためのものです。
　この増える医療費を賄うために、次のとおり見直しました。

＊均等割額とは、被保険者全員に等しく負担していただくものです。
＊所得割率とは、被保険者の所得に応じて負担していただく所得割
額を算出するために用いる割合のことです。
＊賦課限度額とは、賦課される保険料（年額）の上限額のことです。

　平成25年度に行われた所得の低い方に対する均等割軽減のうち、
５割、２割軽減については、該当となる基準が拡がります。その他
の９割、8.5 割軽減や所得割額の軽減（５割軽減）、これまで被用
者保険の被扶養者であった方に対する保険料軽減（所得割額の免除、
均等割額の９割軽減）は、平成 26 年度も継続します。
◆問合先　県後期高齢者医療広域連合 ☎ 028 － 627 － 6805

　

本
市
は
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
等
の
不
正
請
求
や
不
正
取

得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害

を
防
ぐ
た
め
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
等
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
時
に
、
事

前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
し
た

こ
と
（
交
付
年
月
日
、
種
別
及

び
通
数
、
交
付
請
求
者
の
種
別

（
代
理
人
又
は
第
三
者
の
別
））

を
知
ら
せ
る
「
登
録
型
本
人
通

知
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
で
き
る
方
は
、
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
（
い
た
）
方

で
、
本
人
が
登
録
す
る
場
合
は

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
本
人
の
写
真

が
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
等
）
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、

市
民
生

活
課
及
び
各
総
合
支
所
生
活
環

境
課
に
あ
る
「
本
人
通
知
制
度

事
前
登
録
申
込
書
」
に
記
入
し

て
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
２
３

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る

         　
　

        

皆
さ
ん
へ

市
収
納
代
理
金
融
機
関

　
　
　
　

開
設
の
お
知
ら
せ

　

４
月
30
日
（
水
）、
常
陽
銀

行
栃
木
支
店
が
開
設
さ
れ
、
栃

木
市
収
納
代
理
金
融
機
関
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
場
所　

河
合
町
３
‐
２

◆
電
話　

22-

６
３
８
１

 

財
政
課  

☎
21
‐
２
３
２
２

名称 所在地 電話番号

栃木地域包括支援センター　 本庁舎内（万町） 21 ‐ 2245
21 ‐ 2246

吹上地域包括支援センター　 吹上公民館内（吹上町） 31 ‐ 1002
皆川地区包括支援センター 皆川公民館内（皆川城内町） 22 ‐ 3991
寺尾地区包括支援センター 寺尾公民館内（梅沢町） 31 ‐ 1120
国府地域包括支援センター 国府公民館内（惣社町） 27 ‐ 3855
大宮地区包括支援センター 大宮公民館内（大宮町） 28 ‐ 2113
大平地域包括支援センター ゆうゆうプラザ内（大平町西野田）43 ‐ 1550
藤岡地域包括支援センター 藤岡総合支所内（藤岡町藤岡） 62 ‐ 0911
都賀地域包括支援センター 都賀総合支所内（都賀町家中） 28 ‐ 0772
西方地域包括支援センター 西方保健センター内（西方町本城）92 ‐ 0032
岩舟地域包括支援センター 岩舟総合支所内（岩舟町静） 55 ‐ 7782

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　

調
査
を
実
施

　

介
護
が
必
要
と
な
る
原
因

（
転
倒
・
骨
折
の
お
そ
れ
、
低

栄
養
、口
腔
機
能
の
低
下
な
ど
）

を
早
期
に
見
つ
け
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
よ
る
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

５
月
下
旬
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
郵
送
、
後
日
、
回
答

の
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
機
能
が
低
下
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
介
護
予

防
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
者　

４
月
１

日
現
在
、
市
内
に
住

む
65
歳
以
上
で
奇
数

年
齢
の
方（
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
を
除

く
）

◆
調
査
方
法　

郵
送

で
配
布
・
回
収

◆
費
用　

無
料

★
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

が
い
つ
ま
で
も
自
分

ら
し
く
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
介
護
予
防
に
関

す
る
こ
と
や
総
合
的

な
相
談
・
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

高
齢
福
祉
課

☎
21
‐
２
２
４
４

≪相談窓口一覧≫

高
齢
者
実
態
調
査
を
実
施

　

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
緊
急
時
等
に
対
応

す
る
た
め
、
高
齢
者
実
態
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
地
域

の
民
生
委
員
が
調
査
に
伺
い
ま

す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
日　

５
～
６
月

◆
場
所　

市
内
全
域

◆
対
象　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
及
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
（
４
月
１
日
現
在
）

 
高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
２
４
２

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 
☎
62
‐０
９
０
４

 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
28
‐０
７
７
２

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
０

 

健
康
福
祉
課 

☎
55
‐７
７
５
９

平
成
26
年
度
教
科
書
選
定

　
　

会
議
・
教
科
書
展
示
会

 

教
科
書
選
定
に
関
す
る
会
議 

　

平
成
27
年
度
か
ら
使
用
す
る

小
学
校
用
教
科
書
（
Ｈ
27
～
Ｈ

30
使
用
）、
平
成
27
年
度
使
用

小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
用

教
科
書
に
つ
い
て
、
本
市
の
児

童
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
教
科

書
を
選
定
す
る
た
め
、
次
の
日

程
で
選
定
委
員
会
を
開
催
し
ま

す
。

①
５
月
26
日
（
月
）
14
時
30
分

～
15
時
30
分
／
国
府
公
民
館
／

「
採
択
の
方
針
に
つ
い
て
」

②
７
月
10
日
（
木
）
10
時
30
分

～
11
時
30
分
／
大
平
公
民
館
／

「
教
科
書
の
調
査
・
研
究
」

③
７
月
22
日
（
火
）
9
時
30
分

～
16
時
／
大
平
公
民
館
／
「
調

査
員
報
告
及
び
選
定
」

※
調
査
員
報
告
お
よ
び
選
定
議

決
の
場
面
は
非
公
開
に
な
り
ま

す
が
、
選
定
の
結
果
は
、
選
定

委
員
会
終
了
後
に
口
頭
で
公
表

し
ま
す
。

 

教
科
書
展
示
会 

　

平
成
27
年
度
か
ら
使
用
す
る

小
学
校
用
教
科
書
（
Ｈ
27
～
Ｈ

30
使
用
）、
平
成
27
年
度
に
使

用
さ
れ
る
小･

中
学
校
特
別
支

援
学
級
用
教
科
書
と
中
学
校
用

教
科
書
の
展
示
会
を
、
６
月
13

日（
金
）～
７
月
２
日（
水
）（
土
・

日
曜
日
除
く
）、
開
催
し
ま
す
。

　

場
所
は
、栃
木
南
中
学
校
内
・

栃
木
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
す
。

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

詳
細
は
左
記
へ
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐
２
４
７
５

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

最
近
、
放
し
飼
い
の
苦
情
や

迷
い
犬
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え

て
い
ま
す
。犬
を
飼
う
場
合
は
、

必
ず
首
輪
を
し
て
リ
ー
ド
等
で

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。犬
鑑
札
・

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
な
ど
を

付
け
、
所
有
者
が
分
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
首
輪
が
ゆ
る
い
と
逸

走
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
首
輪

に
指
が
２
本
入
る
程
度
が
適
切

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー
で
保
護
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
確
認
く
だ
さ
い
。

ノ
ラ
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
で

　

猫
の
フ
ン
の
放
置
、
い
た
ず

ら
等
、
ご
近
所
か
ら
の
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

ノ
ラ
猫
へ
の
無
責
任
な
餌
や

り
は
、
多
く
の
人
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
い
猫
は
、
十
分
な

餌
が
あ
り
ス
ト
レ
ス
が
発
散
で

き
れ
ば
、
犬
と
は
違
い
、
空
間

を
う
ま
く
使
え
る
た
め
、
広
い

場
所
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
外

で
飼
う
と
、
望
ま
な
い
繁
殖
や

ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
飼
い
主
の
た
め

に
も
、
猫
の
た
め
に
も
、
室
内

飼
い
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

環
境
課　
　

☎
21
‐
２
１
４
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
１

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
８

 

生
活
環
境
課 

☎
55
‐７
７
６
３

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
８
４
‐
５
４
５
８
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行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
　
　

相
談
く
だ
さ
い

５月16日（金）

各 事 業 所
学 校
官 公 署

各 家 庭

５月18日（日）春の大掃除を

行いますので、

ご協力をお願

いします。

大掃除のお知らせ

みんなで協力　きれいな街づくり

自
動
車
税
（
県
税
）
／
軽
自
動
車
税
（
市
税
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

◆
発
布
日　

自
動
車
税　
　

５
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

軽
自
動
車
税　

５
月
15
日
（
木
）

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２
日
（
月
）
で
す
。

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

車
い
す
移
動
車
等
構
造
改
造
車
・
心
身
障
が
い
者
は
、
一
定
の

条
件
の
も
と
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

減
免
申
請
受
付
は
５
月
26
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
納
税
通
知
書

が
届
き
ま
し
た
ら
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
自
動
車
税
（
県
税
）

県
税
事
務
所 

☎
23
‐
３
４
１
１

〇
軽
自
動
車
税
（
市
税
）

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
２
６
１

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

　
　
　

         

☎
92
‐
０
３
０
４

 

税
務
課 　

☎
55
‐
７
７
５
７

税務証明書等を請求されるお客様へ
窓口での「本人確認」 に協力を

　市民の皆さんの個人情報を保護し、「なりすま
し」による証明書等の不正な取得を防止するため、
税務証明等を請求される場合は、本人確認のため、
官公署等が発行する証明書（運転免許証、住民基
本台帳カード、パスポートなど）で本人確認をさ
せていただきます。

　⇒顔写真付きの官公署等が発行する証明書をお
持ちでない場合は、健康保険証、年金手帳などで
本人確認をさせていただきます。

　業務等で頻繁に証明書発行の申請を行う方も、
その都度、身分証明書を確認させていただきます。

（申請者が司法書士の方の場合、窓口に来られる
司法書士補助者は、司法書士の補助者証の提示を
お願いします。法人の社員の方が窓口に来られる
場合は、その方本人のお名前で申請していただき、
身分証明書を確認させていただきます）
　また、ご本人以外の代理の方が請求される場合
は、委任状と代理の方の身分証明書等が必要です。
　ただし、住民票の世帯が同一の方は委任状は必
要ありません。
　委任状は、必ず本人が署名・押印（法人の場合
は代表者の署名及び代表者の印鑑の押印）してく
ださい。

　⇒別世帯の家族、法人の役員、従業員の方も代
理人となります。

　ご理解とご協力をお願いします。
 市民税課 ☎ 21 ‐ 2261、2262

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

～
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
～

◆
受
付
窓
口　

市
役
所
、
各
総

合
支
所
、
各
支
所
・
出
張
所
、

取
扱
金
融
機
関

◆
用
意
す
る
も
の　

取
引
金
融

機
関
の
通
帳
、
通
帳
届
出
印

◆
利
用
で
き
る
金
融
機
関　

市

内
の
金
融
機
関
の
本
・
支
店
と

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
三
井
住

友
銀
行

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
の
方

は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
引
き
落
と
し
日
前
に
は
残
金

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

収
税
課 　

☎
21
‐
２
２
８
１

東
日
本
大
震
災
に
あ
た
た
か
い

お
見
舞
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
に
対
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
心
温
ま

る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
２

月
28
日
現
在
、
総
額
は
８
６
，

３
４
９
，
６
５
１
円
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
は
、
次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

石
川　

猛

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
２
０
２

平成 26 年度

危険物安全週間
◆
期
間　

６
月
８
日
（
日
）
～
14
日
（
土
）

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
危
険
物
を
取

扱
う
事
業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
生
活
に
深
く
浸
透

し
、そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
益
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
所
で
の
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
の
危
険
物
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
実
施

し
ま
す
。

平
成
26
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
　
「
危
険
物 

読
み
は
ま
っ
す
ぐ 
ゼ
ロ
災
害
」

消
防
本
部
予
防
課　

☎
22
‐
０
１
１
９
（
代
）

市
消
防
署
ま
た
は
各
分
署

水
道
の
検
針
、
料
金
収
納

事
業
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

本
市
は
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検

針
、
料
金
収
納
業
務
を
民
間
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。 

　

４
月
１
日
か
ら
、
こ
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
事
業
者
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
新
た
に
受
託
す
る
事
業
者 

①
事
業
者
名  

　

テ
ス
コ
株
式
会
社

②
委
託
す
る
業
務
内
容 

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務

▽
水
道
料
金
、
水
道
事
業
の
手

数
料
、
下
水
道
使
用
料
、
農
業

集
落
排
水
施
設
使
用
料
の
収
納

業
務

▽
水
道
庁
舎
の
窓
口
業
務　

等

③
委
託
期
間　

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で 

 

水
道
業
務
課 

☎
25
‐２
１
０
０

栃木 大平 藤岡 都賀 西方 岩舟
（株）金時給食センター ○ ○ ○ ○ ○

有限会社　ききょう ○
このひら配食サービス ○ ○ ○

社会福祉法人スイートホーム ○
市社会福祉協議会　西方支所 ○

新味紀行（株） ○ ○ ○
（株）サンマート（セブンイレブン） ○ ○

（株）シルバーライフ
（まごころ弁当栃木中央店） ○

平
成
26
年
度
高
齢
者

　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
等
で
、
食
材
の
確
保
・
調
理

が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
て
、

昼
食
を
お
届
け
し
、
あ
わ
せ
て

安
否
の
確
認
を
行
う
「
高
齢
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
委
託
業
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
委
託
期
間　

平
成
26
年
４
月

１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

 

高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
２
４
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
０

 

健
康
福
祉
課 

☎
55
‐７
７
８
０

◆
み
な
さ
ん
は
、
心
配
事
・
悩
み
事
を
民
生
委
員
に
相
談
し

　

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

◆
み
な
さ
ん
の
福
祉
全
般
に
わ
た
る
相
談
や
援
助
活
動
を
行

　

い
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
市
役
所
な

　

ど
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
み
な
さ
ん
の
相
談
内
容
や
個
人
の
秘
密
は
民
生
委
員
法

　
（
第
15
条
・
守
秘
義
務
）
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
安
心
し
て
相
談
く
だ
さ

　

い
。

栃
木
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

（

 

社
会
福
祉
課
内
☎
21
‐
２
２
０
１
）

民
生
委
員
児
童
委
員
並
び
に
主
任
児
童
委
員
は

　
　
　

親
身
に
な
っ
て
問
題
解
決
に
つ
と
め
ま
す

　

行
政
相
談
と
は
、
道
路
や
河

川
の
整
備
、
税
金
、
年
金
、
そ

の
他
国
や
県
、
市
役
所
等
の
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
聴
き
、
そ
の
解
決
・
改
善

に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
相

談
を
受
け
活
躍
し
て
い
る
方
が

行
政
相
談
委
員
で
す
。

　

市
役
所
等
の
相
談
所
で
定
期

的
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
私
た
ち
の
街
の
行
政
相
談
委

員○
大
竹
義
彦
氏
（
今
泉
町
一
丁

目
）

○
小
林
好
雄
氏
（
泉
町
）

○
川
田
久
子
氏
（
梅
沢
町
）

○
河
田
文
男
氏（
大
平
町
榎
本
）

○
落
合
富
子
氏
（
大
平
町
北
武

井
）

○
大
橋
光
雄
氏（
藤
岡
町
赤
麻
）

○
大
森
利
昭
氏（
都
賀
町
富
張
）

○
嶋
田
安
治
氏（
西
方
町
本
郷
）

○
唐
木
田
有
作
氏
（
岩
舟
町
下

津
原
）

◎
巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

◇
期
日
・
場
所

○
５
月
19
日
（
月
）

　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

○
５
月
20
日
（
火
）

　

皆
川
公
民
館（
皆
川
城
内
町
）

○
５
月
21
日
（
水
）

　

大
宮
公
民
館
（
大
宮
町
）

○
10
月
14
日
（
火
）

　

国
府
公
民
館
（
惣
社
町
）

○
10
月
15
日
（
水
）

　

寺
尾
公
民
館
（
梅
沢
町
）

○
10
月
16
日
（
木
）

　

吹
上
公
民
館
（
吹
上
町
）

◇
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30

分◇
問
合
先

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐２
１
２
1

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
１

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
６

 

生
活
環
境
課 

☎
55
‐７
７
６
３

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
高
校
囲
碁
大
会

　

３
月
22
日
に
大
阪
府
で
開
催

さ
れ
た
「
第
８
回
全
国
高
校
囲

碁
選
抜
大
会
」
で
、
栃
木
女
子

高
校
１
年
（
当
時
）
の
毛
塚
美

希
さ
ん
＝
写
真
＝
が
女
子
個
人

戦
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
団

体
戦
で
は
関
東
大
会
に
も
出
場

し
ま
し
た
。

　

毛
塚
さ
ん
は
、「
初
め
て
の

全
国
大
会
で
の
優
勝
で
う
れ
し

い
。（
優
勝
し
て
）大
変
驚
い
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た

勝
因
を
「
落
ち
着
い

て
打
て
た
こ
と
」
と

分
析
。「
囲
碁
で
甲

子
園
に
当
た
る
大
会

の
予
選
が
春
か
ら
始

ま
る
の
で
ま
た
頑
張

り
た
い
」
と
次
の
目

標
も
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

♥
愛
の
献
血
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
を
♥

○
５
月
１
日
（
木
）

◆
場
所　

栃
木
市
役
所
本
庁

舎
３
階
正
庁

◆
問
合
先　

 

健
康
増
進

課 

☎
25
‐
３
５
１
１

○
５
月
14
日
（
水
）

◆
場
所　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
藤
岡
店

◆
問
合
先　

藤
岡
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
坂
本
☎
67
‐

３
３
１
１

★
共
通
事
項

◆
時
間　

各
10
時
～
12
時
／

13
時
～
16
時
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第
10
回
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

大
会
に
参
加
を

　

ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

本
当
は
子
ど
も
本
人
が
判

断
で
き
る
場
面
な
の
に
、
パ

パ
ッ
！
と
大
人
が
決
め
て
し

ま
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん

か
？
時
間
的
余
裕
の
な
い
場

面
も
あ
る
し
、
す
べ
て
に
あ

て
は
ま
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
可
能
な
限
り
、
本
人

が
「
考
え

る
→
判
断

す
る
→
相

談
す
る
→

行
動
す
る
」

チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
あ
げ
た
い
も
の
で

す
。

　

大
人
が
予
測
し
て
与
え

る
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
は
成

長
と
と
も
に
本
数
を
減
ら
し

て
い
く
努
力
が
大
人
の
側
に

必
要
で
す
。
少
々
時
間
が
か

か
っ
て
も
本
人
が
考
え
、
答

え
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

答
え
が
出
た
ら
一
緒
に
考
え
、

相
談
の
上
、
行
動
に
。
行
動

の
後
の
振
り
返
り
も
一
緒
に

で
き
た
ら
最
高
で
す
ね
。

　

大
人
な
の
に
、指
示
待
ち
、

決
め
ら
れ
な
い
、
自
分
の
考

え
を
持
た
な
い
…
な
ど
、
目

に
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
考
え
る
子
ど

も
」
を
育
て
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

栃木幼稚園 ☎ 24-4802 アルス南幼稚園 ☎ 23-7155
若葉幼稚園 ☎ 24-4075 おおひらふじ幼稚園 ☎ 43-3665
アルス幼稚園 ☎ 22-0824 大平みなみ幼稚園 ☎ 43-3810
おおみや幼稚園 ☎ 28-0038 バンビ幼稚園 ☎ 62-5431
國學院大學栃木二杉幼稚園 ☎ 22-3175 ふじおか幼稚園 ☎ 61-1152
平川幼稚園 ☎ 27-0236 つが幼稚園 ☎ 27-7155
栃木みどり幼稚園 ☎ 23-8132 岩舟幼稚園 ☎ 55-2154
吹上幼稚園 ☎ 31-1543 しずわでら幼稚園 ☎ 54-1152

幼稚園は、お子さんの育ちとパパ・ママの子育てを応援しています
　子どもたちが、心豊かにたくましく成長できるよう市内 16 私立幼稚園では、
市と連携し「子育て環境づくり」を積極的に推進しています。
◆主な実施事業（新制度移行準備中のため、詳しくは各園へ問い合わせください）
○子育て相談＝子育てに関する悩みや就園に関する相談を受け付けています
○未就園児親子教室＝未就園児親子を対象に楽しい時間を提供します
○預かり保育＝保育時間終了後お子さんをお預かりし保育します
○長期休みの預かり保育＝春・夏・冬の長期休み期間に行います
○子育て情報の提供＝幼稚園ガイドを編集・発行しています
○小学生を対象とした学童保育
　幼稚園ごとに実施事業や内容および 2 歳児の受け入れ状況等が異なりますの
で、詳しくは各幼稚園に、お気軽に問い合わせください。

※１歳６か月検診で子育て情報誌「幼稚園ガイド」を配布していますので、ぜひ
お役立てください。
幼稚園ガイドは、各幼稚園または市保育課窓口、各総合支所健康福祉課にもあり
ます。
　市では幼稚園就園に関する補助金等も充実しています。詳しくは幼稚園ガイド
をご覧ください。
問合先　  保育課 ☎ 21‐2232

　“ 子どもたちの目が輝いています ”“ 子どもとボラ
ンティアさんとの心の通い合いがあったかです ”
　こんな光景が、市内各小中学校のどこでも味わえ
ます。それが、「とちぎ未来アシストネット」なの
です。
　初めて挑戦するミシンや毛筆の学習では、ボラン
ティアの皆さんのおかげで個別指導が行き届きま
す。また、和太鼓やギターの学習では、短時間で奏
法の基本が身に付き、アンサンブルの楽しさを味わ
えるまでに上達していきます。
　授業はもちろん、子どもたちの学校生活全体が楽
しくなります。そればかりではありません。何より
支援ボランティア自身の生活が充実し、ボランティ
アさん同士の絆が深まっていきます。これも「とち
ぎ未来アシストネット」の素晴らしさなんです。
　「本の読み聞かせがしたい」「子どもと話したい」

「花壇の世話がしたい」等々。あなたの持っている
知識や経験を、ぜひ地域の小中学校で生かしてみま
せんか。

 生涯学習課 ☎ 21 ‐ 2488

とちぎ未来アシストネット
～ちょっと学校へ出向いてみませんか～

栃
木
市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
を
認
定

　

教
育
委
員
会
は
、
文
化
振
興

を
図
る
と
と
も
に
市
民
協
働
に

よ
る
文
化
事
業
を
推
進
す
る
た

め｢

栃
木
市
文
化
振
興
推
進
制

度｣

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
「
栃
木
市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
」

は
同
制
度
の
一
つ
で
、
本
市
の

文
化
面
の
各
分
野
で
調
査
研

究
、
活
動
を
重
ね
て
い
る
団
体

や
個
人
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、

選
考
の
う
え
『
文
化
マ
イ
ス

タ
ー
』
の
称
号
を
授
与
し
ま
す
。

　

去
る
３
月
14
日
の
認
定
書
授

与
式
で
次
の
12
団
体
、
11
個
人

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
マ
イ
ス
タ
ー
の
方
々
に

は
、
市
や
地
域
の
各
種
事
業
等

（
公
民
館
事
業
・
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
来
市
し
た
方
へ

の
解
説
等
）
で
活
躍
す
る
機
会

や
サ
ー
ク
ル
活
動
等
を
体
験
し

た
い
と
い
う
方
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
く
な
ど
の
支
援
や
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
。
本
市
の
文

≪団体：12 団体≫
・特定非営利活動法人　山本有三記念会〔市偉人の顕彰〕
・栃木市・栃木文化団体連絡協議会〔文化団体の支援〕
・栃木市大平文化協会〔文化団体の支援〕
・栃木市藤岡文化団体連絡協議会〔文化団体の支援〕
・栃木市都賀文化協会〔文化団体の支援〕
・栃木市西方文化協会〔文化団体の支援〕
・和太鼓　鼓舞技会〔和太鼓〕
・華道家元 池坊　栃木支部〔華道〕
・藤翠流吟と舞会総本部〔吟詠・剣舞・詩舞〕
・特定非営利活動法人　蔵の街遊覧船〔遊覧船の舟行
　（栃木の歴史案内・船頭唄）〕
・朗読を楽しむ会〔朗読〕
・栃木ショパン研究会〔音楽〕

≪個人：11 人≫（敬称略）
・中村　良一〔水墨画・焼絵〕
・狐塚紀和子〔民話（語りべ）〕
・長澤　碧水〔琵琶〕
・亀山　知也〔絵画〕
・池澤美恵子〔ハワイアンフラダンス〕
・池嶋美智子〔飾り手巻き寿司〕
・臼井　圭子〔和紙ちぎり絵〕
・福富　正浩〔ギター・巴波川遊覧船の操船・ドイツ
　　　　　　　文化の紹介〕
・大島　馨〔石器づくり（勾玉・石斧等）〕
・川島　妙〔ポーセリンペインティング（白磁絵付）〕
・石﨑　初枝〔手工芸・食育アドバイザー〕

化
を
伝
え
広
め
、
市
民
協
働
に

よ
る
文
化
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

（
※
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、
ド
イ

ツ
語
で
「
名
人
・
達
人
」
の
意

味
で
す
）

 

文
化
課   

☎
21
‐

２
４
９
６

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
政
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
市
が
保
有
し
て
い
る

様
々
な
文
書
を
、
市
民
の
皆
さ

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
利
用
状
況

ん
か
ら
の
請
求
で
公
開
す
る
制

度
で
す
。

　

ま
た
個
人
情
報
保
護
制
度

は
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人

情
報
を
保
護
す
る
こ
と
が
主
な

目
的
で
す
が
、
自
己
に
関
す
る

情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

◆
昨
年
度
の
利
用
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
情
報
公
開
請
求　
　
　

47
件

▽
個
人
情
報
の
開
示
請
求
26
件

（
平
成
25
年
４
月
～
平
成
26
年

３
月
）

 

総
務
課  

☎
21
‐
２
３
４
５

平
成
26
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
　

利
用
助
成
券
を
交
付

　

重
度
の
障
が
い
者
及
び
通
院

を
要
す
る
高
齢
者
の
方
に
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

◆
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
左

記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る

方
（
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
①
身

体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、

療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
級
）
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
の
方
②
80
歳
以
上
の
方

で
、
月
１
回
以
上
通
院
し
、
タ

ク
シ
ー
の
利
用
を
必
要
と
す
る

方
③
65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方

で
、
月
４
回
以
上
通
院
し
、
タ

ク
シ
ー
の
利
用
を
必
要
と
す
る

方◆
利
用
券　

▽
１
枚
あ
た

り
５
０
０
円
助
成
で
、
１
，

０
０
０
円
を
超
え
る
支
払
の
場

合
の
み
２
枚
ま
で
使
用
で
き
ま

す
。

▽
年
12
枚
交
付
た
だ
し
、
人
工

透
析
を
受
け
て
い
る
方
は
、
年

24
枚

※
枚
数
は
９
月
30
日
ま
で
の
申

請
の
場
合
に
な
り
ま
す
。
10
月

１
日
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は

交
付
枚
数
が
半
数
に
な
り
ま

す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

▽
重

度
障
が
い
者
の
方
①
手
帳
②
印

か
ん
▽
高
齢
者
の
方
①
通
院
を

証
明
す
る
書
類
（
前
月
分
の
領

収
書
等
を
80
歳
以
上
の
方
は
１

枚
・
65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方

は
４
枚
必
要
）
②
年
齢
の
わ
か

る
書
類
（
保
険
証
等
）、
③
印

か
ん

※
代
理
申
請
の
場
合
（
代
理
者

の
印
か
ん
も
必
要
）

◆
申
請
受
付　

本
庁
社
会
福
祉

課
及
び
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
で
受
付
し
ま
す
。

◆
問
合
先

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
２
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
０
９

◆
日
時　

10
月
12
日
（
日
）
８

時
30
分
～

◆
場
所　

県
総
合
運
動
公
園

（
宇
都
宮
市
西
川
田
町
）
等

◆
対
象　

満
12
歳
以
上
で
県
内

在
住
の
身
体
障
が
い
者
及
び
知

的
障
が
い
者（
4
月
1
日
現
在
）

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
み　

５
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
学
校
・
施
設
に
所
属
の

方
は
所
属
先
へ
、
在
宅
の
方
は

 

社
会
福
祉
課
又
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
へ

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐
２
２
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐
２
６
８
１
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

5/9（金）23（金）
10:00 ～ 12:00

本庁舎／ 本 市民生活課
☎ 21‐2122

5/15（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

6/16（月）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62 ‐ 0903

6/6（金）
10:00 ～ 12:00

遊楽々館／ 4 月 1 日から岩 生活環境課
☎ 55‐7763

○総合相談
　（行政・人権・家庭児童・青少年）

5/9（金）23（金）
10:00 ～ 12:00 本庁舎／ 本 市民生活課

☎ 21‐2122〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

5/9（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談
　（行政・人権・心配・困りごと）

5/13（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／大 生活環境課
☎ 43‐9211

5/19（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／西 生活環境課
☎ 92‐0308

5/27（火）
９:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

5/8（木）
13:30 ～ 15:30 遊楽々館／岩 生活環境課☎ 55‐7763

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎市民相談室／ 本 市民生活課
☎ 21‐2122

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

入舟庁舎／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 5/13（火）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

○外国人相談 5/17（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

○行政相談 5/13（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62‐0903

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

大平隣保館☎ 43‐6611／ 0120‐46‐7830
厚生センター☎ 24‐2444
人権・男女共同参画課 ☎ 21‐2161

6/3（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／人権・男女共同参画課
☎ 21‐2161

○いじめ相談電話
　（土 ･日･ 祝日･ 時間外は留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎／青少年育成センター 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもと家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

本庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2227

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00 本庁舎／本 こども課☎ 21‐2229

○就労支援相談（事前に要予約）
　（35 歳以下の就労相談）

毎週月曜日（祝日を除く）
13:00 ～ 21:00

栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少年
ホーム　☎ 22‐3113

相
談
は
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

住
所
が
市
内
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
の
窓
口
で
も

相
談
で
き
ま
す
。

相
談
業
務
の
ご
案
内

本
＝
本
庁

大
＝
大
平
総
合
支
所

藤
＝
藤
岡
総
合
支
所

都
＝
都
賀
総
合
支
所

西
＝
西
方
総
合
支
所

岩
＝
岩
舟
総
合
支
所

　市内の３病院の統合再編に伴い、
一般財団法人とちぎメディカルセン
ターが整備する第１病院（仮称）の
建設工事起工式が３月 10 日に行わ
れました。
　式には、一般財団法人とちぎメ
ディカルセンター代表理事をはじめ
工事関係者や地元の方々が多数出席
されました。同病院は、平成 28 年
４月に開院予定です。

【とちぎメディカルセンター第１病
院（仮称）】
●建設地　栃木市大平町川連（栃木
翔南高校北側）
●階数　地上７階
●総事業費　約 82 億円
●建築主　一般財団法人とちぎメ
ディカルセンター

と ち ぎ メ デ ィ カ ル セ ン タ ー に つ い て
●設計　株式会社山下設計
●施工　清水建設株式会社関東支店
　市は、市民の皆さんが安心して生
活できる医療体制の整備に向けて、
この統合再編を積極的に支援してい
きます。
　また、新病院開院に向けて、新病
院周辺整備工事（道路・水道・下水
道）を引き続き行います。
　近隣の皆さんには、工事期間中は
何かと不便をおかけすることとなり
ますが、協力をお願いします。

 地域医療対策室 ☎ 21‐2336

◀
第
１
病
院
イ
メ
ー
ジ
図

建設地で行われた
起工式

 　

　

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
は
、
３

月
20
日
に
市
民

会
館
か
ら
入
舟

庁
舎
（
入
舟
町

15
番
５
号
）
に
移
転
し
ま
し

た
。
こ
の
移
転
に
よ
り
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
な
る
な
ど
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り

身
近
で
相
談
し
や
す
い
環
境

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
消
費
者
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
取

引
の
形
態
は
、
複
雑
・
多
様

化
、
か
つ
巧
妙
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
消
費
者
の
皆
さ
ん

が
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
高
度
な
専
門
知
識
も
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
な
ど
に

よ
り
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
き

　
栃
木
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

                             

知
っ
て
い
ま
す
か
？

の
相
談
や
苦
情
の
処
理
、
ま

た
は
、消
費
者
が
自
ら
学
び
、

消
費
者
被
害
か
ら
未
然
に
身

を
守
る
た
め
に
賢
い
消
費
者

に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
の
消
費
生
活
に
関
す
る

情
報
の
収
集
、
提
供
、
地
域

自
治
会
や
高
齢
者
等
に
対
し

て
の
出
前
講
座
な
ど
の
業
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
３
月
、

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
の

実
現
に
向
け
、
消
費
者
施
策

を
具
体
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計

画
と
し
て
、｢

安
全
で
安
心

な
消
費
生
活
の
確
保｣

｢

消

費
者
の
自
立
支
援｣

｢

消
費

者
の
未
然
防
止
と
救
済
」
を

３
つ
の
柱
と
し
た｢

消
費
生

活
基
本
計
画｣

を
策
定
し
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
各
分
野
に
お
け

る
消
費
者
施
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
入
舟
庁
舎
／
入
舟
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

フ
ッ
素
塗
布
の
お
知
ら
せ

　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
行

事
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

フ
ッ
素
塗
布
で
む
し
歯
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

６
月
８
日
（
日
）
午

前
中 

◆
場
所　

市
総
合
体
育
館
（
川

原
田
町
）

◆
対
象　

小
学
１
年
生
と
幼
稚

園
な
ど
の
年
長
児

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込　

５
月
９
日
（
金
）
ま
で

◆
協
力　

下
都
賀
歯
科
医
師
会

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
55
‐７
７
８
１

※接種料金から助成金額を差し引いた金額が自己負担になります。
※接種希望の方は、下記の問合先まで必ず接種前に連絡くださ
い。予診票を発行します。

　４月１日から、みずぼうそう（水痘）・
おたふくかぜ・Ｂ型肝炎・ロタウイルス予防
接種への費用一部助成が始まりました！

予防接種名 対象年齢 助成金額 助成回数
みずぼうそう
　　（水痘）

生後 12 月～
　　60 月に至るまで 4,000 円 １回

おたふくかぜ 生後 12 月～
　　60 月に至るまで 3,000 円 １回

Ｂ 型 肝 炎 生後 2 月～
　　24 月に至るまで 3,500 円 ３回

ロタ
ウイルス

１価ﾜｸﾁﾝ 
（ﾛﾀﾘｯｸｽ） 生後 6 週～ 24 週まで 7,500 円 ２回

５価ﾜｸﾁﾝ
 （ﾛﾀﾃｯｸ） 生後 6 週～ 32 週まで 5,000 円 ３回

　　　≪接種までの流れ≫
① 最寄りの総合支所等へ接種希望の連絡

② 予診票等の交付を受ける

③ 市内協力医療機関に予約

④ 接種（助成金額を差し引いた金額を支払う）

 健康増進課 ☎ 25 ‐ 3511
 健康福祉課 ☎ 45 ‐ 1788
 健康福祉課 ☎ 62 ‐ 0904

 健康福祉課 ☎ 29 ‐ 1103
 健康福祉課 ☎ 92 ‐ 0311
 健康福祉課 ☎ 55 ‐ 7781

い
き
い
き
健
康
教
室

◆
日
時　

６
月
20
日
（
金
）
10

時
～
11
時
30
分
※
他
日
程
は
内

容
参
照

◆
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

長
寿
園
（
薗
部
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

①
65
歳
以
上
の
方
②

運
動
制
限
の
無
い
方
（
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
）
③
4
回
以
上
継
続
し

て
参
加
で
き
る
方

◆
定
員　

15
人
程
度

◆
内
容　

健
康
づ
く
り
の
た
め

の
体
操
や
、
口
や
栄
養
に
関
す

る
講
話

〈
日
程
〉　

7
月
4
日
、
18
日
、

8
月
22
日
、
9
月
12
日
、
19
日
、

10
月
17
日
、
11
月
21
日
の
各
金

曜
日
10
時
～
11
時
30
分
（
9
月

12
日
の
み
10
時
～
12
時
30
分
）

◆
参
加
費　

教
室
は
無
料
、
長

寿
園
の
利
用
料
が
か
か
り
ま

す
。

◆
申
込
・
問
合
先　

４
月
25
日

（
金
）
～
５
月
16
日
（
金
）
に

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園
☎

22 

‐
０
３
３
３
／
栃
木
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
21 

‐

２
２
４
６
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勤
労
者
総
合
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
講
座

    
平
成
26
年
度　

環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

5
月
25
日
は
と
ち
ぎ
の
環
境

美
化
県
民
運
動
・
県
民
統
一
行

動
日
で
す
。
市
で
は
一
斉
清
掃

を
行
い
ま
す
。
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時　

5
月
25
日
（
日
）
９

時
～
11
時

◆
場
所　

金
崎
の
桜
ま
つ
り
会

健
康
野
菜
づ
く
り
講
座

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
堆

肥
に
し
て
、
病
害
虫
に
強
い
、

味
の
濃
い
お
い
し
い
野
菜
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
菜
園
に
興
味
が
あ
る
方

に
オ
ス
ス
メ
で
す
！

◆
日
時　

５
月
19
日
・
26
日
、

６
月
２
日
の
月
曜
日
全
３
回
10

時
～
12
時

◆
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

（
大
平
町
西
野
田
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

寺
尾
米
づ
く
り
体
験
教
室　

　
　

２
０
１
４　

春
の
部

　

寺
尾
の
人
々
と
農
を
通
し
た

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

疲
れ
た
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

皆
川
地
区
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

春
の
部 

　

皆
川
の
人
々
と
の
農
を
通
し

ふ
る
さ
と
農
業
体
験
学
習

　

農
産
物
の
収
穫
体
験
（
ト
マ

ト
）
や
生
産
者
と
の
交
流
や

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
本
市
の
農
業

◆
日
時　

５
月
11
日
（
日
）
10

時
～
12
時

◆
内
容　

初
心
者
を
対
象
に
し

た
、
社
交
ダ
ン
ス
の
基
本
を
学

ぶ
講
座
。
初
め
て
で
も
大
丈

夫
！　

気
軽
な
気
持
ち
で
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

男
女
各
15
人
（
先
着

順
）

◆
申
込　

５
月
10
日
（
土
）
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る

初
心
者
対
象
の
社
交
ダ
ン
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る　

　

  

初
心
者
対
象
の
太
極
拳

ズ
ン
バ
講
座

ラ
テ
ン
系
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
楽

し
み
な
が
ら
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

◆
日
時　

６
月
８
日
（
日
）
10

時
～
11
時
30
分

◆
日
時　

５
月
24
日
（
土
）
15

時
～
16
時
30
分

◆
内
容　

簡
単
な
の
で
初
め
て

の
方
で
も
大
丈
夫
。

◆
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

◆
持
ち
物　

上
履
き
用
運
動

靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
、
運
動

の
で
き
る
服
装
で

◆
申
込　

５
月
23
日
（
金
）
ま
で

◆
内
容　

太
極
拳
に
興
味
の
あ

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
の

方
や
家
族
・
親
子
で
の
参
加
大

歓
迎
で
す
。

◆
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

◆
持
ち
物　

上
履
き
・
飲
み
物
、

運
動
の
し
や
す
い
服
装
で

◆
申
込　

６
月
７
日
（
土
）
ま
で

☆
共
通
事
項

◆
場
所　

市
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

勤
労
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐

７
１
４
０ 第１回 化学肥料と堆肥で作った作物の違いを知る、生ごみ堆肥

で作る健康野菜、EM ぼかしづくり（発酵促進剤）等

第２回 健康な土づくり、苗の植え付け方、連作障害を避ける輪作、
プランター栽培等

第３回 健康な野菜と食物（健康野菜を栽培しよう）

◆
用
意
す
る
も
の　

筆
記
用
具

（
５
月
19
日
の
み
汚
れ
て
も
い

い
服
装
・
ゴ
ム
手
袋
）

◆
申
込
・
問
合
先　

電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で 

大 

生
活
環
境
課
☎
43
‐

９
２
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
‐

４
４
９
４
へ

を
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

◆
日
時　

６
月
21
日
９
時
～
15

時
※
雨
天
決
行

◆
場
所　

市
内
生
産
者
圃
場

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
60
人
（
※
先
着
順
／
幼

児
参
加
可
）

◆
参
加
費　

１
千
円
（
３
歳
以

下
は
無
料
）

◆
申
込
・
問
合
先　

 

農
業

者
懇
談
会
事
務
局
（
農
林
課
☎

21
‐
２
３
８
１
）

た
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が

ら
、
の
ん
び
り
し
た
田
舎
の
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？　

◆
日
時　

６
月
１
日
（
日
）
８

時
30
分
～
14
時
30
分
※
雨
天
決

行◆
場
所　

皆
川
公
民
館
お
よ
び

周
辺
圃
場

◆
定
員　

40
人

◆
内
容　

田
植
え
体
験
、
い
ち

ご
狩
り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
鑑
賞
会

（
蔵
の
街
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー

モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
）
※
参
加
者
に

は
後
日
詳
細
を
連
絡
。
ま
た
、

農
作
物
の
生
育
状
況
等
に
よ
り

体
験
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合

あ
り
。

◆
参
加
費　

1
人
２
千
円
※
未

就
学
児
は
無
料
（
昼
食
・
お
土

産
付
き
）

◆
主
催　

皆
川
地
区
街
づ
く
り

協
議
会　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
部
会

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１
日

（
木
）
～
16
日
（
金
）
に 

 

農

林
課
☎
21
‐
２
３
８
３
へ

場　

桜
堤
周
辺　

西
方
桜
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
西
方
町
金
崎
）

ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

６
月
１
日
（
日
）
９

時
30
分
～
13
時
こ
ろ
※
雨
天
決

行◆
場
所　

寺
尾
公
民
館
お
よ
び

周
辺
圃
場
等

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

田
植
え
、
じ
ゃ
が
い

も
掘
り
、
さ
つ
ま
植
え
、
い
ち

ご
狩
り
※
参
加
者
に
は
後
日
詳

細
を
連
絡
。
ま
た
、
農
作
物
の

生
育
状
況
な
ど
で
体
験
内
容
が

変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

No 上映開場 運営団体 上映作品（実施内容）

1 栃木高校講堂 栃木青年会議所 栃木・蔵の街かどアワードノミネート作品、
しもつかれガール

2 旧栃木市役所別館 え～ぞ～支援隊 那須ショートフィルムセレクション、
しもつかれガール

3 とちぎ蔵の街観光館 芝居畑クローバー 演劇「作品名無題」
4 太田蔵 ネットワークとちぎ 昭和の映画
5 かな半旅館　 栃木おやこ劇場 映画未定、幻燈会
6 北蔵スタジオ２ 小山高専 映画未定、展示等
7 万町北会場（柄沢邸） 九輪草の会 映画（風の又三郎）、朗読、音楽
8 中田蔵 学悠館高校 未定
9 北蔵 Café ひがの 北蔵 Café ひがの 無声映画等

10 山本有三ふるさと記念館 アートステージどんぐりら 未定
11 関根邸 マチナカプロジェクト 市内高校生のイベント

12 街なか各所 各団体
手作り市、飲食ブース、本に関する各種イベント、
大道芸、こども CM ワークショップ、
とちまるくん・とち介来場

第７回栃木・蔵の街かど映画祭
　市内には、約 300 棟の蔵や日本家屋、昭和初期の建造物群、かつて
流通の要だった巴波川など、美しい歴史的景観が数多く残っています。 
　この江戸時代や明治時代に建てられた歴史建造物をミニシアターに変
貌させる全国初の歴史景観活用型の映画祭です。蔵の街の街歩きを楽し
みつつ、普段の映画館とは違った雰囲気での上映をお楽しみください。
　今回の映画祭では、「栃木・蔵の街かどアワード」を初めて開催し、ジャ
ンル・プロアマ・他映画祭での受賞歴を問わず幅広く作品を募集します。
◆日時　５月 17 日（土）10 時～ 18 日（日）17 時ごろまで※終了時
間は会場により異なる
◆場所　栃木県立栃木高等学校講堂　ほか市内の歴史的建造物 10 か所
◆定員　会場により異なる
◆参加費　１上映につき 500 円（未就学児無料）
　　　　　※前売り回数券 1,000 円（３回券）も販売（販売所：栃木市観光協会）無料蔵もあります。

◆
対
象　

市
内
全
域

◆
内
容　

ご
み
袋
は
用
意
し
ま

す
。
作
業
の
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
合
先　

 

環
境
課
☎
21

‐
２
１
４
１

上映作品

◆
参
加
費　

２
千
円
※
未
就
学

児
は
無
料
（
昼
食
・
お
土
産
付

き
）

◆
主
催　

寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協

議
会　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

部
会

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１
日

（
木
）
～
16
日
（
金
）
に 

 

農

林
課
☎
21
‐
２
３
８
４
へ

※上映作品は都合により変更となる場合があります。上映スケジュール等の詳細は決まり次第、公式ホームページ
（ http://kura-movie.jp/）に公開しますので、確認ください。
【ボランティア募集】
　当日、実行委員会のメンバーと一緒にイベントのお手伝いをしていただけるボランティアの方を募集しています。
業務内容は、チケットもぎり、会場警備、会場案内等のイベント運営補助です。興味のある方は、一度、下記まで
連絡ください。
　なお、交通費等は支給されませんのであらかじめご了承ください。

【プロの映画監督と CM 作り体験！】
　プロの映画監督と、本物の機材を使って、映画祭の
ＣＭ作りを体験しよう！ 
◆日時　①５月８日（木）19 時～
　　　　②　17日（土）９時～17 時 

◆参加費　1,000 円（2 日分）
◆集合場所　くらら（市民活動推進センタ－／境町） 
◆対象　主に小学４年生～中学生 
◆申込期間　受付中（定員になり次第締め切り） 
◆定員　20 人（先着順） 

◆問合先　栃木・蔵の街かど映画祭実行委員会（  商工観光課内）☎ 21‐2373
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時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容　費＝費
用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

バスケットボール教室参加者募集
〈小学生の部〉
時 ５月 11 日～６月 29 日までの毎週日曜日（全８回）
９時～ 11 時 場 栃木第四小学校体育館（城内町１
丁目）、栃木中央小学校体育館（入舟町） 対 小学３
～５年生
〈中学生の部〉
時 ５月 13 日～７月２日までの毎週火曜日（全８回）
19 時～ 20 時 30 分 場 栃木西中学校体育館（片柳
２丁目）対 中学１年生
☆共通事項　内 運動のできる服装、シューズ 費
2,500 円（初日に会場で納入）申 市体育協会バス
ケットボール部／西畑☎ 23‐5098 ／稲川☎ 23‐
0041
問合せのみ 本 スポーツ振興課☎ 25‐0930　
第２回栃木市民陸上大会参加者募集
時６月 29 日８時 30 分開会式、9 時競技開始※雨
天決行 場 総合運動公園陸上競技場（川原田町）対 
18 歳以上の市内在住・在勤・在学者 内 ▽種目：
100 ｍ、1500 ｍ、3000 ｍ、5000 ｍ、 走 幅 跳、
走高跳、砲丸投※１人２種目まで▽参加区分：男子・
女子（30 歳以下、31 ～ 40 歳、41 歳以上）※県
民スポーツ大会（10 月開催）の予選会を兼ねます。
また、当日は小・中学生の部も同時開催 費１人千
円※当日会場で納入 申６月 13 日（金）まで所定の
申 込 用 紙 で 本 ス ポ ー ツ 振 興 課 ☎ 25‐0930 ／
FAX25 ‐ 0935
スポーツ少年団登録のお知らせ
内 条件：有資格成人指導者がいて団員数が 10 人以
上の団体 費 登録料：指導者＝１人につき 1,100 円、
団員＝１人につき 650 円 申５月 28 日（水）まで
に登録料を添えて直接 本 スポーツ振興課☎ 25‐
0930 ／大平、藤岡、都賀、西方、岩舟各教育支所
スポーツ振興チームへ※県及び日本スポーツ少年団
の登録も兼ねます。
戦場ヶ原市民ハイキング
時６月８日（日）６時～ 17 時 30 分 場 戦場ヶ原・
湯滝～竜頭の滝（日光市）対 市内在住の小学生以
上 60 人※先着順 内 戦場ヶ原をおしゃべりしなが
ら歩くハイキング。栃木市スポーツ推進委員さんの
案内で、誰でも気軽に安心して参加できます▽バス
乗車場所①藤岡文化センター第一駐車場（砂利）6
時 20 分出発②栃木駅北口市有地 7 時ころ③西方総
合文化体育館 7 時 30 分ころ 費   3,160 円（内保険
料 160 円／申込時納入／つり銭がないよう協力願
います） 申   参加費用を添えて５月８日（木）～ 23
日（金）までに 本 スポーツ振興課☎ 25‐0930 ／
大 ☎ 43‐9225 ／ 藤  ☎ 62‐1301 ／ 都 ☎ 27‐
5050 ／西 ☎ 92‐0316 ／岩 ☎ 55‐2500 ※問合
先 藤  藤岡スポーツふれあいセンター☎ 62‐1301

入
居
者
募
集
情
報

☆
市
営
住
宅

○
川
原
田
西
市
営
住
宅
（
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の

申
込
住
戸
、
単
身
可
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

 

栃
木
市
消
費
生
活
審
議
会

委
員
（
公
募
委
員
）
募
集

　

市
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及

び
向
上
に
関
す
る
必
要
な
事
項

を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
栃
木

市
消
費
生
活
審
議
会
委
員
（
公

募
委
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

◆
定
員　

若
干
名
（
選
考
の
う

え
決
定
）

◆
任
期　

平
成
26
年
７
月
１
日

か
ら
２
年
間

◆
対
象　

市
内
在
住
で
消
費
生

活
に
関
心
が
あ
り
、
認
識
の
あ

る
方

◆
内
容　

消
費
生
活
基
本
計
画

に
関
し
て
の
調
査
審
議
等

◆
報
酬　

４
千
円
（
日
額
）

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
26
日

（
月
）
ま
で
に
応
募
用
紙
（
市

民
生
活
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
を
直
接
、
郵
便
、
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

 

市
民
生
活
課

（
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
☎
21

‐
２
１
２
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員
募
集

　市では戦争の悲惨さや平和の尊さを後世まで伝える
など、平和への認識を深めていただくため、非核平和
事業を推進しています。
　終戦から 69 年が経過し、戦争を知らない世代が増
えている現在、戦時中の体験談は大変貴重な財産です。
　市ではその貴重な人材の把握に努め、今後の非核平
和事業を推進する際の参考とさせていただきたいと考
えています。
◆登録・問合先　５月 20 日（火）までに住所・氏名・
電話番号・戦時中の体験の内容を記入のうえ、郵送か
ＦＡＸで  総務課（〒 328 ‐ 8686 ☎ 21 ‐ 2342
／ＦＡＸ 21 ‐ 2674）へ

　

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
被
保
険
者
を
代
表
す

る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数　

６
人

◆
任
期　

平
成
26
年
７
月
１

日
～
平
成
28
年
６
月
30
日
（
２

年
間
）　

◆
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
20
歳
以
上
～
75
歳
未
満
の

方②
国
保
の
被
保
険
者
で
、
か

つ
、
今
後
２
年
以
上
被
保
険

者
で
あ
る
見
込
み
の
方

③
市
国
保
の
運
営
に
関
心
が

高
く
、
協
議
会
の
会
議
に
出

席
で
き
る
方

④
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納

の
な
い
方

◆
内
容　

市
国
民
健
康
保
険

の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

◆
報
酬　

８
千
円
（
日
額
）

◆
選
考　

応
募
者
（
自
薦
・
他

薦
不
問
）
の
う
ち
、
応
募
資

格
に
該
当
す
る
方
の
中
か
ら

選
考
。

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
28
日

（
水
）
ま
で
に
応
募
用
紙
（

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集

　

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

は
、
本
人
の
申
込
み
に
基
づ
き

保
険
医
療
課
及
び
各
総
合
支
所

生
活
環
境
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
委
員
と
し
て
の
抱

負
（
２
０
０
字
程
度
）
と
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で 

 

保

険
医
療
課 

（
〒
３
２
８
‐
８
６

８
６
☎
21
‐
２
１
３
１
／
Ｆ
Ａ

Ｘ
21
‐
２
６
７
９
／
メ
ー
ル 

hoken@
city.tochigi.lg.jp

）

へ

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
78
・
45
平
方
㍍
）

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ
（
70
・
23
平
方
㍍
）　

２
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　

３
Ｄ
Ｋ
（
73
・
77
平
方
㍍
）　

３
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金

（
月
２
，
７
０
０
円
／
台
）
が

か
か
り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

５
月
７
日（
水
）

～
９
日
（
金
）
8
時
30
分
～
17

親
子
水
辺
教
室
開
催

◆
日
時　

６
月
22
日
（
日
）
10

時
～
12
時
※
雨
天
決
行

◆
場
所　

永
野
川
及
び
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
館（
大
平
町
真
弓
）

◆
対
象　

小
学
４
～
６
年
生
と

保
護
者
30
人

◆
内
容　

水
辺
の
生
命
を
観
察

し
な
が
ら
、
自
然
環
境
、
特
に

川
の
水
質
を
守
る
こ
と
に
つ
い

て
意
識
と
心
を
深
め
る
た
め
に

親
と
子
が
協
力
し
、
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
水
生
生
物
調
査
や
水
質

検
査
を
行
う
、
楽
し
い
教
室
。

◆
講
師　

関
谷
啓
三
氏
（
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
／
元
大
平
東
小

学
校
長
）

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具
、長
靴
、

タ
オ
ル
、
虫
取
り
網
、
バ
ケ
ツ
、

帽
子
、
水
筒
（
飲
み
物
）、
虫

よ
け

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

大 

生
活
環
境
課
（
☎
43 

‐
９
２

１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
‐
４
４
９
４
／

メ

ー

ルo-shim
in05@

city.
tochigi.lg.jp

）
へ

◆
日
時　

５
月
27
日
（
火
）
13

時
20
分
～
16
時

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
定
員　

20
人

◆
内
容　

履
き

心
地
は
抜
群
で

足
に
優
し
く
、

古
布
を
再
利
用

す
る
こ
と
で
環

境
に
も
優
し
い

布
ぞ
う
り
。

　

手
先
を
使
っ
て
編
む
の
で
、

脳
の
活
性
化
に
も
な
り
ま
す
。

◆
参
加
費　

無
料
（
布
と
は
さ

み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１
日

（
木
）
～
16
日
（
金
）
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
（
厚
生
セ
ン

タ
ー
☎
24
‐
２
４
４
４
）
へ

足
に
も
環
境
に
も
優
し
い
布

ぞ
う
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
！

と
ち
ぎ
次
世
代
人
材
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
４

　

地
域
で
活
躍
す
る
若
者
・
女

性
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
参
加
者

募
集

◆
研
修
期
間　

７
月
13
日（
日
）

～
平
成
27
年
２
月
8
日
（
日
）

延
べ
11
日
間
※
う
ち
県
外
研
修

２
泊
３
日

◆
場
所　

と
ち
ぎ
青
少
年
セ
ン

タ
ー
ア
ミ
ー
ク
ス
、
と
ち
ぎ
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
パ
ル

テ
ィ
他

◆
対
象　
（
４
月
１
日
現
在
）

若
者　

原
則
満
18
歳
以
上
40
歳

未
満
の
男
女

女
性　

原
則
満
30
歳
～
66
歳
未

満
の
女
性

◆
定
員　

若
者
・
女
性
あ
わ
せ

て
、
本
市
か
ら
2
人
（
県
全
体

で
25
人
）

◆
参
加
費　

研
修
費
は
無
料

（
県
と
市
が
負
担
。
た
だ
し
、

研
修
時
の
食
事
代
等
は
個
人
負

担
）

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
23
日

（
金
）
ま
で
に
参
加
申
込
書
（ 

生
涯
学
習
課
、
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
に
あ
り
）
を
若
者
は

 

生
涯
学
習
課
☎
21
‐
２
４

８
８
／
本
庁
舎
４
階
、
女
性
は

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
21
‐
２
１
６
２
／
本
庁
舎
２

階
へ

　

保
育
園
臨
時
職
員
募
集

◆
職
種
等　

保
育
士

◆
資
格　

保
育
士
資
格
を

有
す
る
方

◆
勤
務
地　

市
内
公
立
保

育
園

 

保
育
課

　
　
　

☎
21
‐
２
２
３
２

戦時中の体験を話していただける方
登録のお願い

知
事
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
地

域
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
普
及
啓
発
や
女
性
問

題
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
活

動
し
て
い
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

の
つ
ど
い
の
運
営
を
は
じ
め
各

種
事
業
の
実
施
に
協
力
す
る
な

ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
楽
し
く
学
び
合
い
な
が
ら

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
」

の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
資
格　

市
内
在
住
で
男
女
共

同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、
趣
旨

に
賛
同
す
る
方
※
性
別
不
問

◆
内
容　

各
種
啓
発
活
動

◆
報
酬　

な
し

◆
申
込
・
問
合
先　

申
請
書
類

（
担
当
課
に
あ
り
）
を
直
接

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課 

（
本
庁
舎
２
階
☎
21
‐
２
１
６

２
）
へ

時◆
入
居
日　

６
月
１
日
（
日
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
下
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

建
築
課
☎
21
‐
２
４
５
１
・

２
４
５
２

２
６
７
８
）
へ
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象　
＝内容　 ＝講師　 ＝担当医師　

＝費用　 ＝定員　持 = 持物　
＝申込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

　シルバー人材センター入会説明会
５月 22 日（木）13 時 30 分～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）
 市内在住で働く意欲のある 60 歳以

上の方  栃木事務局☎ 23‐4165 ▽
藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽都賀事業
所☎ 27‐8812 ▽大平事業所☎ 43‐
0155 ▽西方事業所☎ 92‐8390 ▽岩
舟事業所☎ 55‐8358
※センターでは主に植木手入れ・除草・
草刈・家事援助等の仕事を受けていま
す。（岩舟町シルバー人材センターと
の統合や最低賃金の引上げなどの事情
により、4 月 1 日からシルバー料金を
引上げました）。

シルバー人材センター刃物研ぎ
５月 21 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 11 時 30 分まで）  栃木保健
福祉センター西側シルバーセンター
作業所前（今泉町２丁目）  包丁類
300 円～、刈込はさみ 500 円～、修
理 100 円～  シルバー人材センター
栃木事務局☎ 23‐4165

障がい者スポーツ教室参加者募集
６月６日（金）10 時～ 12 時  藤

岡総合体育館（藤岡町藤岡）  知的・
身体障害者（原則として、障害者手
帳の交付を受けている者）、介助者 25
人（先着順）  コントロールアタック、
ビームライフル。走ったり体に負担を
かけるものではなく、非常に簡単にで
きるスポーツ 持 飲み物、動きやすい
服装で参加  無料  ５月１日（木）
～ 20 日（火）に栃木市社会福祉協議
会藤岡支所☎ 62‐5861

とちぎ夢ファーレ助成事業　
○渡良瀬遊水地周遊ツアー

5 月 4 日（日）Ａコース９時～ 12
時 30 分、Ｂコース 13 時～ 16 時 30
分  渡良瀬遊水地  25 人（先着順） 

 渡良瀬遊水地内をバスで遊覧。途
中、旧谷中村や田中正造に関わる場所
の見学や語り部による説明あり。藤岡

名産『甘露煮』店にて試食と買い物 
 大人 1,500 円、小人 1,000 円

○遊水池！水辺の楽習（がくしゅう）
5 月 4 日（日）９時～ 12 時 30 分 
 渡良瀬遊水地  16 人（先着順）  

体験活動センターわたらせで渡良瀬遊
水地について学習後、谷中湖で E ボー
ト体験 ３千円
☆共通事項　  受付中（先着順）藤
岡町まちづくり委員会☎ 62‐2813

栃木市老人クラブ連合会・健康ウォー
キング

５月７日（水）９時～ 11 時 50 分
※雨天時は８日（木）  栃木文化会館・
南中側駐車場（旭町）  どなたでも（当
日、現地集合）  「うずま川の鯉のぼ
りと例幣使街道・重伝建群を歩く」栃
木文化会館～うずま公園～開運橋～油
伝味噌（味噌蔵を見学予定）～新栃木
駅入口～第二公園～栃木文化会館※短
いコース（４．５キロ）ですので、ゆっ
くり見学しながら歩いてください  
無料  石井☎ 090‐4531‐1818

はじめてのウクレレ体験
5 月８日（木）・29 日（木）10 時

30 分～ 11 時 30 分（全２回）  岩舟
中央公民館（岩舟町大字静）  15 人

 ５月６日（火）まで
5 月 12 日（月）13 時 30 分～ 14

時 30 分  ５月 10 日（土）まで  栃
木公民館（日ノ出町）  各回 10 人
☆共通事項　  どなたでも  初心者
対象のウクレレ体験レッスン  無料 

 電話で生涯学習人材バンク講師ウ
クレレスタジオマハナ☎ 0285‐37‐
6010 ／谷中☎ 090‐2153‐3194

第 17 回ゆーあい工房まつり
５月 18 日（日）10 時～ 14 時 30

分  うまぐりの里　ゆーあい工房（城
内町）  焼きたてパン・木工製品販売、
模擬店、お囃子・バンドの演奏など 

 うまぐりの里　ゆーあい工房☎ 25
‐4001

クラモノ。05 開催
５ 月 24 日（ 土 ）・25 日（ 日 ）11

時 ～ 16 時  嘉右衛門町及び周辺 
 「蔵ノ街デ　タカラモノ　サガシ。

05」Art　Live　Marche　貴重な建造
物が残る嘉右衛門町伝建地区を舞台に
個性豊かなお店が軒を連ねる２日間。
あなたにとってのタカラモノを見つけ
に来てください  クラモノ実行委員
会／大塚☎ 080‐3157‐6270

栃木おやこ劇場
○「母親クラブ ゆ・る・く」 26 年度
メンバー募集開始！

 0 歳から入学前の親子  季節の行
事などいっしょに楽しみましょう！農

園活動もあり。5 月 25 日（日）消防
署見学＆ピクニック  年間 3 千円（と
くとくペアチケット付） 
○栃木市母親クラブゆるく & 小山自
然育児の会合同企画 

５月 28 日（水）10 時～ 12 時  
栃木市保健福祉センター 2 階大会議
室（今泉町）  子育て講演会「幸せ
を呼ぶ子育てわが子のサインに気付い
ていますか？」  伊東厚子氏（小山
自然育児相談所長・助産師）  無料
☆共通事項　　  栃木おやこ劇場 ☎ 22
‐7062

陶芸・初めての体験でも可
５月 31 日（土）10 時～ 12 時  

片柳町 4‐13‐31  子どもから大人
まで 10 人  手捻、電動ロクロ等で
湯呑・花器などを作ります  焼成し
た場合実費（湯呑 500 円～） ５月
24 日（土）まで生涯学習人材バンク
講師小林☎ 090‐9335‐3561

ポピュラーミュージックスクール無料
体験講座

 別途相談  オンダ楽器栃木セン
ター（箱森町）  エレクトリックベー
ス（月）、ギター（火・金）、フルート（木）、
バイオリン（金・土）  無料  オン
ダ楽器栃木センター☎ 20‐8105 ※
月～土 10 時～ 20 時

「中途失聴・難聴者のための手話講習
会」受講者募集

６月 14 日～ 12 月 27 日までの毎
月第２・４土曜日 19 時～ 20 時 30
分  とちぎ市民活動推進センターく
らら（境町）  10 人  「聞こえ」で
困っている方、仲間が欲しい方、手話
に興味のある方、楽しく手話を学び
ませんか  受講料無料  ６月 13 日

（金）までに住所・氏名・電話番号・
FAX 番号を明記の上、栃木市中途失
聴難聴者協会事務局 FAX25‐3704
へ
 
みんなで楽しく編物をしませんか

６ 月 5 日・12 日・19 日 の 木 曜 日
10 時～ 12 時  箱森第五コミュニ
ティセンター（箱森町）  成人 10 人 

 随時募集。気軽に連絡下さい。簡
単なものから編み始めます  3,400
円（毛糸代） ５月 31 日（土）まで
生涯学習人材バンク講師菅沢☎ 31‐
2766

楽しく学べる和太鼓講座
６月８日（日）19 時～ 21 時  農

村振興総合センター（大宮町）  初
心者男女・年齢制限無し 10 人  和
太鼓音楽の基礎から楽しく指導 
２千円 ５月 15 日（木）まで生涯学
習人材バンク講師町田☎ 23‐1138

平成 26 年度親子記者事業参加者募集
８月８日（金）～ 11 日（月）  長

崎市内  市内に居住する小学生（４
年生以上）１人とその保護者１人（過
去の参加者除く）18 人（９組）※申
込み多数の場合は抽選  小学生と保
護者が記者となり、８月９日の長崎原
爆犠牲者慰霊平和祈念式典等の被爆地
の様子や被爆者を取材していただき、
核兵器廃絶と平和の願いの継承を図る 

 主催者負担分（航空・鉄道往復運
賃／宿泊代（朝食付）／取材補助経費

（１組あたり１万円）／行事参加中の
国内旅行損害保険）※食費、個人的な
負担費用は含まない ５月９日（金）
※当日消印有効／問合せ　日本非核宣
言自治体協議会事務局（長崎市平和推
進課内☎ 095‐844‐9923）詳細は
http://www.nucfreejapan.com へ

栃木県シルバー大学校第 36 期生募集
 県 内 在 住 の 60 歳 以 上（ 平 成 27

年 3 月 31 日現在）で、第 25 期（平
成 17 年度）以降のシルバー大学校を
卒業していない方  スポーツレクリ
エーションや福祉、健康づくり、文化
伝承など、地域活動に必要な科目を学
習  受講料無料  ６月１日（日）～
30 日（月）※当日消印有効（願書は
各シルバー大学校・本庁・各総合支所
にあり。5 月上旬に届く予定）シルバー
大 学 校 中 央 校 ☎ 028‐643‐3390
／ 南 校 ☎ 22‐5325 ／ 北 校 ☎ 43‐
9010　

６月１日～７日はＨＩＶ検査普及週間
です！

６月６日（金）16 時～ 21 時  栃
木県庁小山庁舎（小山市犬塚）  ＨＩ
Ｖ抗体検査・梅毒抗体検査※検査結果：
即日（感染が疑われる出来事があった
日から、12 週間以上経過しているこ
とが必要。相談は随時受付）※毎週水
曜日（受付 13 時～ 14 時）にも検査
を行っています  県南健康福祉セン
ター☎ 0285 ‐ 22‐1219

不正けし撲滅運動にご協力ください
　けしの仲間には法律で栽培が禁止さ
れているものがあります。
　昨年管内で確認された不正けしは約
2000 本で、「アツミゲシ（セティゲ
ルム種）」（写真）と「ケシ（ソムニフェ
ルム種）」がありました。繁殖力が強く、
雑草に混ざって自生しています。
　不正けしがご家庭に自生した場合
は、抜去し処分してくださるようお願
いします。また外で不正けしを見かけ
たり、鑑別に迷ったときは県南健康
福祉センターにご連絡ください  県
南健康福祉センター☎ 0285 ‐ 22‐
6119
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とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。

＝日時　 ＝会場　 ＝料金　 ＝定員　 ＝チケット　 ＝プレイガイド　 ＝申

し込み　 ＝開場　 = 開演時間　 ＝託児サービス　 ＝電話予約　 ＝問い合わせ

◆週末よしもとお笑いまつり in 藤岡
 ７ 月 ５ 日（ 土 ）　  14:30　  

15:00　  全席指定（前売指定 3,800
円、当日 4,300 円、車椅子席 3,800 円）

４月 12 日発売　  電話にて市内各
文化会館へ
出演者：中川家、パンクブーブー、ロ
バート、椿鬼奴、2700、フルーツポ
ンチ、マテンロウ
※詳しくは栃木市藤岡文化会館ホーム
ページをご覧ください。

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 300 円 200 円
中学生以下 無　料

料金表

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

  

栃
木
市
図
書
館
全
館
共
通

  

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

★お知らせ★
・４月１日から藤岡文化会館の電
話番号が 62 ‐ 4351 に変わりま
す。
　藤岡公民館は今まで通り 62 ‐
4321 です。お間違えのないよう
お願いします。

　前期では、市の収蔵品約 50 点を展
覧します。
　絵画は、アメリカに渡り絵を学んだ
清水登之、初期文展で活躍した橋本邦
助、晩年、奄美大島（鹿児島県）に移

清水登之
≪大麻収穫≫油彩・キャンバス
1929 年

藤岡文化会館
☎ 62-4351

９地域子育て支援センター合同行事

５ 月 20 日（ 火 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分  永野川緑地公園  
乳幼児と保護者 50 組  「とち介」
くん（栃木市マスコットキャラク
ター）と一緒に遊ぶ、戸外遊びやゲー
ム  無料 ５月７日（水）～８時
30 分～ 17 時
地 域 子 育 て 支 援 センター ☎ 23‐
2740 ／地域子育て支援センターお
おひら☎ 43‐1134 ／地域子育て支
援センターふじおか☎ 62‐5011 ／
地域子育て支援センターつが☎ 27‐
2122 ／地域子育て支援センターにし
かた☎ 92‐2900 ／地域子育て支援
センターいわふね☎ 55‐7920 ／さ
くら保育園子育て支援センター☎ 24
‐3900 ／ひがしのもり保育園子育
て支援センター☎ 27‐8890 ／けや
き保育園子育て支援センター☎ 23‐
8905

ファミ・サポ講習会

５ 月 29 日（ 木 ）10 時 ～ 12 時 
 とちぎコミュニティプラザ 2 階

会議室１  ファミサポに関心のあ
る方。会員さんでなくても参加可。
託児あり 30 人  日本赤十字指
導員による幼児安全法  無料  
受付中　ファミリー・サポート・セン
ター栃木☎ 25‐1040 ／大平☎ 43‐
1134（９時～ 17 時）

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○わいわい広場
５月９日（金）、23 日（金）10

時 30 分～ 11 時 30 分  大平児童
館  0 ～ 3 歳児の親子  ９日…
しゃぼん玉遊び、23 日…お散歩の
予定※詳しくは児童館まで  無料 
○春の星座を観測しよう♪ 晴れた
日の第１・３・５水曜日 19 時 30
分～ 21 時  大平児童館 ３階ほし
をみる部屋 ５月は、西に「木星」、
西から東へクネクネと横たわる星座
の中でもっとも大きくて長い「うみ
へび座」、東にはオレンジ色の明る
い星「うしかい座」の「アルクトゥー
ルス」等ご覧いただけます。※雨天
時イベント開催の有無等、詳しくは
大平児童館まで。また、ホームペー
ジでも天体観測、季節の行事等の情
報をお知らせしています。
www.10years4kids.com

大平みなみ児童館
（☎ 43‐9880）

○母の日のプレゼント作り
４月 26 日（土）9 時 30 分～ 11

時 30 分、13 時 30 分 ～ 15 時 30
分予定、５月 10 日（土）9 時 30
分 ～ 11 時 30 分、13 時 30 分 ～
15 時 30 分予定  大平みなみ児童
館  市内の小学生、幼児（親子参
加）各日 10 人  ハンドメイドホ
ルダーづくり※申込みの際、希望日
時を伺います  無料  募集中

地域子育て支援センターいわふね
（☎ 55‐7920）

○栄養士さんの話「子どもの栄養と
おやつの与え方」

5 月 21 日（ 水 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分  地域子育て支援セン
ターいわふね 1 歳児と保護者 15
組  無料 ５月７日（水）～ 9 時

～ 16 時
○わいわいクラブ

５月７日（水）10 時～※当日受
付 ２歳以上  親子制作
○おはなし会

５月 14 日（水）10 時 30 分～※
当日受付  パネルシアター
○にこにこクラブ

５月 28 日（水）10 時 30 分～※
当日受付 ０歳  ふれあい遊び

栃木市の美術と工芸
前期：5 月 13 日（火）～ 6 月 22 日（日）
後期：7 月    8 日（火）～ 8 月 17 日（日）

り住み、南国の自然を描いた田中一村
の初期の作品等を展示します。
　工芸は、飯塚鳳齋（二代）、飯塚琅
玕齋、飯塚小玕齋らが緻密に編んだ竹
工芸作品をご紹介します。
◎学芸員によるギャラリートーク
◆日時　５月 25 日（日）10 時より
美術館受付にお集まりください。観覧
料が必要です。
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　 ＝講師
　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○こどもの日 open ！
５月５日（月）10 時～ 12 時（時

間内参加自由）  スクリーン上映
会（10 時 30 分～）、しゃぼん玉（雨
天中止）、ぺたぺたこいのぼり、タ
ケコプター等※数に限りがあるもの
もあります。
○０歳親子ビクス

５ 月 12 日（ 月 ）10 時 ～ 10 時
45 分 ０～ 11 か月児と保護者 25
組（先着順）  大橋光子氏  バス
タオル、飲み物、動きやすい服装 

５月２日（金）～
○ぺたぺた記念日

５月 20 日（火）、21 日（水）10
時～ 11 時 30 分（時間内参加自由） 

０歳以上  手形・足形、身長・
体重測定
○ぷちぷちひろば

５月 27 日（火） ０～ 11 か月児
○のびのびひろば

５月 28 日（水） 1 歳以上の未
就園児
☆ぷちぷちひろば、のびのびひろば
共通事項　時間は 10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由）  てるてる
ちゃんのりんりんボールづくり
☆共通事項　  無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場　
５月 13 日（火）身体を使って遊

ぼう・27 日（火）小麦粉粘土で遊
ぼう 10 時 30 分～ 11 時 30 分（10
時 20 分集合）  大平みなみ児童館 

 乳幼児と保護者 25 組  受付中
○赤ちゃんサロン

５月８日（木）・22 日（木）（ど
ちらか 1 日のみ・身体計測あり）
10 時 30 分 ～ 11 時 30 分（10 時
20 分集合）  大平みなみ児童館 
０歳児と保護者 25 組（上の子の託
児あり）  ふれあい遊び、ママ同
士のおしゃべり（６か月、1 歳を迎
えた子にカードプレゼント）  受
付中
○南第 2 保育園との交流会　

５月 29 日（木）９時 45 分～ 10
時 30 分  大平南第 2 保育園（９
時 35 分集合）駐車場は南第 2 保育
園西側の榎本公園  乳幼児と保護
者 10 組  保育園児との交流と見
学  受付中
○南第１保育園との交流会　

６月６日（金）９時 45 分～ 10
時 30 分  大平南第１保育園（大
平みなみ児童館に９時 35 分集合） 

 2 歳 児（ 平 成 23 年 4 月 2 ～ 平
成 24 年 4 月 1 生まれ）と保護者
10 組  保育園児との交流と見学 

５月 13 日（火）～
○東保育園との交流会　

６月 13 日（金）９時 45 分～ 10
時 30 分  大平東保育園 9 時 35
分現地集合  乳幼児と保護者 10
組  保育園児との交流と見学 ５
月 22 日（木）～

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

○親子リトミック
５ 月 22 日（ 木 ）10 時 30 分 ～

11 時 30 分  地域子育て支援セン
ターつが １歳以上児と保護者 25
組  篠﨑真喜子氏  汗拭きタオ
ル、飲み物  無料 ５月７日（水）
～予約受付
○つがの里で遊ぼう

５ 月 29 日（ 木 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分  つがの里ファミリー
パーク  未就園児と保護者  無
料 ５月 12 日（月）～予約受付※
雨天時は地域子育て支援センターつ
がで活動を行います。
○すくすくタイム

 ５月１日（木）身長・体重測定、
窓飾り制作、15 日（木）エプロン・
パネルシアター
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  未就園児と保護者  
無料  不要

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 ５月１日（木）・
９日（金）◇２歳以上 ５月２日

（月）いずれも時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分
○移動動物園

５月 15 日（木）10 時 15 分（受
付）～ 11 時※雨天の場合は、６月
５日（木） １歳６か月以上と保護
者 20 組※先着順  一組 100 円 
５月７日（水）～９日（金）
○６月のカレンダー作り☆

５ 月 13 日（ 火 ）13 時 30 分 ～
14 時 30 分、19 日（月）・30 日（金）
10 時 30 分～ 11 時 30 分
○リトミックに参加しよう‼

6 月 13 日（ 金 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分 1 歳 10 か 月 以 上 児
と保護者 20 組（先着順） 篠崎真
喜子氏 5 月 26 日（月）～ 28 日（水）
○絵本の会☆

５ 月 28 日（ 水 ）10 時 45 分 ～
11 時 15 分  手遊びやシアターな
ど、楽しいことがいっぱい！
☆印は自由参加です。

○リサイクル工作～おもちゃを作ろ
う～

５月12 日（月） ２歳以上の未就
園児  2ℓのペットボトルの空き容器
○ふれあって　あそぼう
◇６か月～１歳５か月児

５ 月 13 日（ 火 ）、16 日（ 金 ）、
21 日（水）、29 日（木）
◇１歳６か月～未就園児

５ 月 14 日（ 水 ）、22 日（ 木 ）、
26 日（月）、28 日（水）、30 日（金）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 ５月７日（水）
～９日（金）９時～ 15 時

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○親子製作「こいのぼり」
５月１日（木）

○開放保育
５月７日（水）

○５・６月生まれのお誕生会
５月 14 日（水）

○支援センター合同行事「緑地公園
で遊ぼう」

５月 20 日（火）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～

 地域子育て支援センターにしか
た  未就園児と保護者  無料 

○和菓子作りを体験しよう
５ 月 10 日（ 土 ）14 時 ～ 16 時 
 小学生以上 20 人  職人さんに

季節の和菓子「あじさい」「清流」
を教えてもらいます  山本総本店 

 無料 ４月 26 日（土）～先着順

○わくわくタイム
５月１日（木）・2 日（金）  乳

幼児と保護者 20 組  こいのぼり
製作

５月 16 日（金）  乳幼児と保護
者 20 組  お散歩会（雨天の場合
は、室内での活動）  藤岡保健福
祉センター敷地内

５月 23 日（金） 1 歳児以上と
保護者 30 組  サーキット遊び
○親子ビクス

○スマイル・スマイル～親子でお友
だちつくり～

５月２日（金）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） 3 か月～ 1
歳 5 か月児と保護者  母の日のプ
レゼント作り～フェルトのドーナツ
マグネット～
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

５月９日（金）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） 1 歳 6 か月
以上の未就園児と保護者  母の日
のプレゼント作り～フェルトのドー
ナツマグネット～
○わくわくたいむ

５ 月 10 日（ 土 ）14 時 ～ 15 時
30 分（時間内参加自由） ４歳児
以上  母の日のプレゼント作り～
キラキラポプリポット～
○こどもの日特別工作タイム～いろ
いろな紙ヒコーキを折って、飛ばし
てあそぼう！～

５月５日（月）10 時 30 分～ 11
時 30 分、15 時 30 分 ～ 16 時 30
分（時間内参加自由）
○チャレンジ！花壇作り～夏やさい
を育てよう～

５月 24 日（土）13 時 30 分～※
雨天決行 ４歳児以上 15 人（先着
順・未就学児は保護者同伴）  タ
オル、帽子、水筒※汚れても良い服
装 ５月８日（木）～　
○６月のママといっしょ
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と保
護者） ６月 20 日（金）10 時 30
分～  雨となかよし  バスタオル
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か月
児と保護者） ６月 24 日（火）10
時 30 分～  雨ふりあそび 　
◇くま②クラス（1 歳 6 か月児～ 1
歳 11 か月児と保護者） ６月 24 日

（火）11 時 15 分～  雨ふりあそび
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児と
保護者） ６月 27 日（金）10 時 30
分～  雨の日あそび  クレヨン

５月 15 日（木）～ 30 日（金）
※ 4 クラス共通
○おたんじょうび会

６ 月 17 日（ 火 ）10 時 30 分 ～ 
６・７月生まれの未就園児と保護

者 20 組（先着順）  おたんじょう
びシアター、ふれあいあそび等 
５月 15 日（木）～
☆共通事項　  無料  電話または
直接いまいずみ児童館へ

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

○さくら祭・３J 祭（バザー）
５月 17 日（土）9 時 30 分開場

予定  さくら保育園（錦着山西側） 
 バザー、各種お店、工作、野点

抹茶等 
○とんぼ玉を作ろう！

５ 月 31 日（ 土 ）12 時 50 分 集
合 13 時～ 16 時の順番制  さくら
3J ホール  小学生 15 人   300
円  電話受付 
○写生会（太平山ハイキング）

６月７日（土）９時 3J ホール集
合～ 16 時到着、解散予定  太平
山神社※雨天中止  小学生  弁
当、水筒、色鉛筆又はクレヨン、汚
れても良い服装、帽子  100 円（紙
代等  電話受付 

○ほんわかタイム
５月 13 日（火）10 時～ 11 時※

当日受付 ０歳児と保護者  とち
ぎコミュニテュイプラザ 2 階和室 

 親子でのふれあい遊びとおしゃ
べりタイム 
○小児歯科衛生士さんの話

５ 月 16 日（ 金 ）10 時 30 分 ～ 
 談話室  歯ブラシ、タオル

○おっぱいのはなし
日時未定（決まり次第館内掲示）

当日受付 10 時 30 分～  談話室 
 おっぱいに関する悩み相談  助

産師
○えほんタイム

 水曜日の午前中を除く毎日 11 時
～ 11 時 15 分、16 時 ～ 16 時 15
分  歌や絵本、紙芝居やパネルシ
アター、体操等
☆共通事項　  地域子育て支援セ
ンター  無料 ８時 30 分～ 17 時

○親子ふれあい給食
５月 12 日（月）受付 10 時～ 10

時 30 分  当日先着 5 組  親子で
800 円（離乳食あり）
○健康相談日

５月 19 日（月）10 時～ 12 時 、
13 時～ 15 時  身体測定※午前中、
助産師相談あり（予約不要）
○ほのぼの移動広場

５月 20 日（火）10 時 30 分～ 11
時 30 分※時間内参加自由  イオン
栃木店ちびっこ広場  保育士によ
る歌遊び、絵本読み、ミュージック・
ケアや子育て相談（看護師相談あり）
○マタニティー＆ベビーの日

５ 月 22 日（ 木 ）14 時 ～ 15 時 
 妊娠 5 か月以上（臨月を除く）

の妊婦または夫婦 2 組  赤ちゃん
のお世話、調乳、おやつ試食  エ
プロン、母子手帳  無料  電話
予約 10 時～ 15 時
○双子ちゃん遊ぼう

５ 月 26 日（ 月 ）10 時 ～ 12 時 
 未就園児の双子と保護者又は双

子を妊娠中の方  無料※一般にも
開放
○リズム de ポン

５ 月 26 日（ 月 ）10 時 ～ 11 時 
 未就園児と保護者  リトミック

やミュージック・ケアを取り入れた
音楽や楽器等を使ったリズム遊び 

 無料
○赤ちゃんサロン（ちゅうりっぷ
コース）

５月 22 日～（木曜日全 4 回）  
平成 25 年 10、11、12 月生まれの
乳児と保護者 
○赤ちゃんサロン（ひまわりコース）

６月４日（水）  乳幼児と保護
者 30 組  原美穂子氏  バスタオ
ル・飲み物
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分  無料 ４月
25 日（金）～先着順

５月 29 日～（木曜日全 4 回）  
平成 25 年７、８、９月生まれの乳
児と保護者 
☆共通事項　時間はともに 10 時
30 分～ 11 時 30 分  子育ての情
報交換、離乳食試食等20組（先着順） 

 無料（給食代等実費負担） ５月
７日（水）～ 16 日（金）メールで受
付※案内は後日郵送致します。
○にこにこ親子プレ体験

６月７日（土）10 時～ 12 時（集
合 9 時 40 分）  さくら第 2 保育
園  未就園児と保護者  保育士と
一緒に親子で保育園生活体験  ス
プーン、フォーク、食事用エプロ
ン、おしぼり、大人用箸  給食代
親 500 円、子 300 円※離乳食有 
５月 19 日（月）～ 30 日（金）メー
ルで受付
☆ 共 通 事 項　 メ ー ル sakura-3j@
sakura-kids.jp に保護者名、子ども
名、読み仮名、生年月日、〒住所、
電話番号を送信。 
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問 合 先

６月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
10 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
12 木 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
19 木 西方保健センター   9：00 ～ 11：30
25 水 岩舟遊楽々館   9：30 ～ 11：00
26 木 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
30 月 栃木保健福祉センター   9：00 ～ 11：30

６月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
月 日 曜日 場　所 受付時間

６
17 火 大平ゆうゆうプラザ

13：30 ～ 16：30
27 金 栃木保健福祉センター

両親教室
事前に問合先まで連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ
①妊娠中の生活・仲間づくり 5 月 26 日（月） 終了
②育児について・妊娠中の栄養   6 月 6 日（金） 5 月 15 日（木）
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂 6 月 21 日（土） 6 月 21 日（土）

すくすく教室
事前に問合先まで連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

栃木保健福祉センター
５ 19 月 ふれあい遊び・絵本の読み聞かせ

大平ゆうゆうプラザ
５ 14 水 離乳食教室・子育て相談

藤岡保健福祉センター
５ ８ 木 離乳食実習
６ 27 金 ベビータッチケア

西方保健センター
５ ８ 木 子育てのお話

岩舟遊楽々館
５ 26 月 子育てのお話
６ ６ 金 離乳食教室

　
　
　
　（
５
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所

12 月
栃木（栃木保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）

14 水 岩舟（岩舟遊楽々館）
15 木 西方（西方保健センター）
19 月 藤岡（藤岡保健福祉センター）
26 月 都賀（都賀保健センター）

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター５月の当番医≫

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

毎日18：00 ～ 23：00  
☎ 028‐600‐0099　プッシュ回線の場合　  #8000 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
　アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ医療情報ネット≫

５月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

1 木 栃木（栃木保健福祉センター）
20 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）

21 水
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）

22 木
藤岡（藤岡保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

27 火 西方（西方保健センター）
9 か月児健診

21 水
大平（大平ゆうゆうプラザ）
都賀（都賀保健センター）

22 木
栃木（栃木保健福祉センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

27 火 西方（西方保健センター）
1 歳 6 か月児健診

８ 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
９ 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）
14 水 栃木（栃木保健福祉センター）
23 金 岩舟（岩舟遊楽々館）
28 水 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
９ 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
15 木 栃木（栃木保健福祉センター）
29 木 栃木（栃木保健福祉センター）
30 金 西方（西方保健センター）

2 歳児歯科健診
2 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）

13 火
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）

成人健診等のご案内

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急
的な診療を行う施設です。急病ではない患者さ
んは、かかりつけ医師等の診療時間内に受診す
るなど、急患センターの正しい利用をお願いし
ます。

栃木市健康増進計画
健康づくりを総合的かつ計画的に推進するための指針となる「栃木市健康増進計画」を
策定しました。食生活や運動など、望ましい生活習慣を身につけ、生涯を通じた健康づくりに取り組み、

「健康寿命の延伸」を目指します。

1 木 中坪（なかつぼクリニック）
2 金 関口（弘） （関口医院）

3 土
内：石塚（好生医院）
外：秋元（秋元クリニック）

4 日
内：大森（うづまクリニック）
外：森川（森川内科外科クリニック）

5 月
内：石井（石井内科医院）
外：大家（おおやクリニック）

6 火
内：成田（成田内科）
外：川島（かわしまクリニック）

7 水 秋元（秋元クリニック）
8 木 高田（高田クリニック）
9 金 山田（合戦場クリニック）

10 土 青木（虎） （青木医院）

11 日
内：江田（江田クリニック）
外：野崎（野崎医院）

12 月 青木（章） （静和医院）
13 火 川田（かわたクリニック）
14 水 盛川（サンライズクリニック）
15 木 小林（こばやしクリニック）

16 金 大森（うづまクリニック）

17 土 江口（えぐち内科クリニック）

18 日
内：天下井　（あまがい内科医院）
外：藤沼（彰）（藤沼医院）

19 月 青木（虎） （青木医院）
20 火 長（大平ファミリークリニック）
21 水 中村（昭） （なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
22 木 石塚（好生医院）
23 金 土谷（土谷医院）
24 土 大門（大門内科医院）

25 日
内：小林（こばやしクリニック）
外：青木（虎） （青木医院）

26 月 石井（石井内科医院）
27 火 大山（大山整形外科）
28 水 中元（中元内科医院）
29 木 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）
30 金 橋本（安）（橋本医院）
31 土 山門（山門クリニック）

６月の集団健診日程
予約制です。お早めに問い合わせ先までご連絡ください。

日曜
日 会　場 対象

　検査項目
特定健診・肝炎ウィルス

胃がん・肺がん・大腸がん・ABC 検査・骨密度 前立腺がん 子宮がん・乳がん

1 日 岩舟遊楽々館 男女 ○ ○ ○
2 月 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○
4 水 栃木保健福祉センター 女性のみ 〇 × 〇
5 木 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ 〇
9 月 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ 〇

13 金 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ 〇
14 土 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ 〇
16 月 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ 〇
17 火 岩舟公民館 男女 ○ ○ 〇
24 火 栃木保健福祉センター 女性のみ ○ × 〇
30 月 岩舟遊楽々館 男女 ○ ○ 〇

※健診当日の受付時間は、7：30 ～ 10：30 です。

 いきいき元気！あったか “ とちぎ ”

※計画書は、次の場所で閲覧するか、市ホームページをご覧ください。
 健康増進課（栃木保健福祉センター 2 階／今泉町 2 丁目）／  健康福祉課（ゆうゆうプラザ内／大平町西野田）
 健康福祉課（藤岡町藤岡）／  健康福祉課（都賀町家中）／  健康福祉課（西方町本城）／岩 健康福祉課（岩舟町静）

健康上の問題がない
状態で日常生活を送
れる期間のことです

「健康寿命」
ってなに？？

この６つを重点領域として取り組み、健康づくりを展開していきます
栄養・食生活 喫煙

健康診断・健診こころの健康 歯と口の健康

身体活動・運動

乳幼児健診等のご案内

本   

庁   

健   

康   

増   

進   

課    

☎
25
‐
３
５
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
25
‐
３
５
１
２

 

大
平
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
45
‐
１
７
８
８

 

藤
岡
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
62
‐
０
９
０
４

 

都
賀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
29
‐
１
１
０
３

 

西
方
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
92
‐
０
３
１
１

   

岩
舟
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
55
‐
７
７
８
１
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

▲発見された「深川の雪」（岡
田美術館蔵）

◀本庁舎４階に「品川の月」
と「吉原の花」の複製画が展
示されている。

（
締
め
切
り
）　

平
成
25
年
7
月
生
ま
れ　

５
月
16
日
（
金
）

（
当
日
必
着
）　

平
成
25
年
８
月
生
ま
れ　

６
月
11
日
（
水
）

　
　
　
「
月
」「
花
」
複
製
画
を
展
示

歌
麿
の
「
深
川
の
雪
」
発
見

　

３
月
２
日
、
歌
麿
の
浮
世

絵
大
作
「
深
川
の
雪
」
が
発

見
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
ま
し
た
。

　
「
深
川
の
雪
」
は
、「
品
川

岩
いわかわ

川　春
は る み

海ちゃん

阿
あ く つ

久津敦
あ つ し

史ちゃん

寺
てらうち

内　一
いっしん

志ちゃん

國
くにみね

峯　大
だ い ご

梧ちゃん

辻
つ じ い

井　寛
ひ ろ と

人ちゃん

三
み う ら

浦　真
ま ひ ろ

優ちゃん

山
やまなか

中　陽
は る き

稀ちゃん

池
い け だ

田　凌
りょう

ちゃん

岸
きし

　大
た い が

雅ちゃん

進
しんじょう

上　紗
さ わ

和ちゃん

山
や ま ね

根　唯
い ち か

愛ちゃん

有
ありかわ

川　田
た ろ う

朗ちゃん

長
ながしま

島　瑠
る わ

羽ちゃん

茂
も ろ

呂　明
め い か

花ちゃん

関
せきぐち

口　凛
りん

ちゃん

藤
ふじぬま

沼　愛
あ い り

莉ちゃん

の
月
」（
米
国
・
フ
リ
ー
ア

美
術
館
蔵
）「
吉
原
の
花
」

（
米
国
・
ワ
ズ
ワ
ー
ス
・
ア

セ
ー
ニ
ア
ム
美
術
館
蔵
）
と

と
も
に
「
雪
月
花
」（
以
下
、

「
雪
」「
月
」「
花
」）

と
呼
ば
れ
、
歌
麿

が
栃
木
の
豪
商
に

依
頼
さ
れ
描
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
雪
」
は
、「
月
」

「
花
」
の
後
に
描
か
れ
た
歌
麿

晩
年
の
大
幅
と
さ
れ
、
今
ま

で
古
い
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
し

か
、
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
現
代
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
、

作
品
の
経
年
劣
化

を
も
再
現
し
た
金

箔
装
飾
を
用
い
た

複
製
画
の
「
月
」
と

「
花
」
を
制
作
し
、

歌
麿
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
の
栃
木
市

を
広
く
周
知
し
な

が
ら
、「
雪
」
を
探

し
て
き
ま
し
た
。

市内各地を巡って

　

今
回
の
発
見
は
、
市
と
し

て
複
雑
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
が
、本
作
品
が
修
復
の
後
、

色
鮮
や
か
に
甦
り
、
国
内
で

広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
、
多

く
の
方
々
の
目
に
ふ
れ
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
歌
麿
研
究
が

進
み
、
歌
麿
と
栃
木
の
ゆ
か

り
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
「
雪
」
は
、

６
月
30
日
（
月
）
ま
で
、
岡

田
美
術
館
（
神
奈
川
県
箱
根

町
）
で
特
別
展
示
。
ま
た
、

本
庁
舎
４
階
で
「
月
」「
花
」

の
高
精
細
複
製
画
を
展
示

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15

分
）
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 25 年５月生まれの赤ちゃん

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日 

・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を

記
入
し
て
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

門
かどさわ

沢　莉
り あ

杏ちゃん

関
せ き や

谷　汐
し お り

織ちゃん

栃
と ち ぎ

木　陽
は る と

年ちゃん

田
た む ら

村　薫
かおるこ

子ちゃん

加
か と う

藤　伊
い お り

織ちゃん

北
きたむら

村　彩
さ い か

華ちゃん

野
の ざ わ

沢ひかりちゃん横
よ こ た

田　春
は る な

菜ちゃん

「新しい栃木市」発見

5 月 23 日（金）

賞　　名 作品名 作者名 住　所
最優秀賞 参拝の日　 写真① 田代　宏明 塩谷町

優秀賞
（3 点）

大柿の里山　　② 小花　一雄 栃木市
的中目指して　③ 富永　明 宇都宮市
春爛漫　　　　④ 竹熊　孝 栃木市

春夏秋冬賞
（4 点）

長福寺の枝垂桜 白石　則行 栃木市
ホタルの舞 田代　洋子 塩谷町
六角堂の紅葉 阿路　靖彦 小山市
初冠雪（晃石山） 時田　宣久 栃木市

観光協会賞
（5 点）

秋の夕暮れ 早野　由香 さいたま市
花と華電車 白寄　光男 栃木市
楽園 江　定男 足利市
にぎわう子供囃子 征矢　太一 鹿沼市
咲き誇る 海老沼清一郎 小山市

入選
（7 点）

初夏の蔵の街 木道　碩久 栃木市
空・燃える 茅原　正男 栃木市
雲海遠望 阿部　了 野木町
二人の釣人 新井　英治 久喜市
出流山 松本　登 栃木市
カモも出迎え 渡部　敏彦 宇都宮市
紅葉まつり 斉藤　啓助 加須市

入賞作品一覧

第
４
回
と
ち
ぎ
の
四
季
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
決
定
と
写
真
展
の
開
催

　

第
４
回
と
ち
ぎ
の
四
季
観
光

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が

１
月
28
日
に
行
わ
れ
、
応
募
総

数
２
０
６
点
の
中
か
ら
審
査
の

結
果
、
20
点
の
入
賞
作
品
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
入
賞
作
品
の
写
真
展

を
次
の
会
場
・
日
程
で
行
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
ち
ぎ
山
車
会
館
１
階
ロ

ビ
ー
・
～
５
月
30
日
（
金
）

▽
大
平
図
書
館
・
８
月
13
日

（
水
）
～
９
月
２
日
（
火
）

▽
道
の
駅
み
か
も
・
９
月
４
日

（
木
）
～
25
日
（
木
）

▽
道
の
駅
に
し
か
た
・
９
月
27

日
（
土
）
～
10
月
15
日
（
水
）　

▽
つ
が
の
里
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
・
10
月
17
日
（
金
）
～
29

日
（
水
）

▽
遊
楽
々
館
・
11
月
１
日
（
土
）

～
13
日
（
木
）

　
（
第
５
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
を
10
月
か
ら
募
集
す
る
予
定

で
す
）。

④

③
②

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐
２
３
７
３

①
最
優
秀
賞

優秀賞

　

栃
木
の
と
ち
ぎ
交
流
事
業
と

し
て
、
新
市
一
体
感
の
醸
成
に

向
け
、
市
内
各
地
の
名
所
な
ど

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
す
。
今
回
は
西
方
地
域
、
都

賀
地
域
、
栃
木
地
域
を
巡
り
ま

す
。
本
市
の
魅
力
を
再
発
見
し

署
跡
地
（
室
町
）

◆
参
加
費　

２
，０
０
０
円（
昼

食
代
、
乗
船
料
含
む
）

◆
申
込
・
問
合
先　

５
月
１
日

（
木
）
～
12
日
（
月
）
ま
で
に

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

☎
21

‐
２
３
３
２
へ

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
５
月
23
日
（
金
）

９
時
～
16
時
30
分

◆
定
員　

28
人（
先
着
順
）

◆
コ
ー
ス　

西
方
農
産
物

加
工
所
（
見
学
・
体
験
）

→
つ
が
の
里
（
昼
食
・
散

策
）
→
蔵
の
街
（
蔵
の
街

遊
覧
船
・
名
所
ガ
イ
ド
・

市
役
所
見
学
）

◆
集
合
場
所　

栃
木
警
察
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市内各地から、楽しい話題が届きました！

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。

　

３
月
25
日
、
岩
舟
町
閉
町
式

が
岩
舟
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

   
式
に
は
、
町
民
を
は
じ
め
町

内
外
か
ら
来
賓
、
関
係
者
な
ど

約
５
０
０
人
が
出
席
。
町
民
を

代
表
し
て
５
組
の
親
子
が
町
旗

を
降
納
し
、
52
年
に
お
よ
ぶ
町

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。

　

３
月
22
日
、
道
の
駅
み
か
も
で

渡
良
瀬
遊
水
地
観
光
案
内
板
の
除

幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

案
内
板
の
設
置
に
は
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
栃
木
か
ら
の
寄
付

も
受
け
て
お
り
、
渡
良
瀬
遊
水
地

の
地
図
や
歴
史
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
の
説
明
な
ど
、
遊
水
地
の
魅
力

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
15
日
、
青
空
の
も
と
、
つ
が
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ー
チ
に
は
、
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
小
倉
隆
史
氏

を
迎
え
、
94
人
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
の
技
を
じ
か
に
見
ら
れ
る
め
っ
た
に
な
い
機

会
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
楽

し
そ
う
に
技
術
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

   3 月 9 日、大平隣保館
で、地域の交流と成果の
発表を目的に「りんぽか
んまつり」が開催されま
した。

　自主グループの実技発
表や作品展示に加え、新
第 3・第 4 自治会による
もちつきや地元消防団
の消防車お披露目、おし
るこの無料サービス、模
擬店等もあり、うららか
な陽気の中、来場者はイ
ベントを満喫していまし
た。

　３月９日、真名子小学校を会場に、
地域住民、消防、病院関係者、市職
員等、約 500 人が参加し、防災訓
練が行われました。
   訓練は午前８時 30 分に震度６強

の地震が発生したとの想定のもと、
住民の避難訓練や倒壊した家屋から
の救出・救助訓練、県防災ヘリとの
通信訓練等を実施し、住民と防災関
係機関との連携強化を図りました。

　３月９日、市民会館で第 17 回
国際交流のつどいが開かれまし
た。
　各国の伝統文化や食文化を楽し
みながら、市民と在住外国籍の
方々との相互理解を深める目的で
毎年行われています。舞踊などの
パフォーマンスのほか、食文化を
楽しめるブースやフェイスペイン
ティングのお店も出て、異国の雰
囲気漂うイベントをたくさんの方
が楽しんでいました。


